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杜
甫
に
お
け
る
仙
境
と
仙
道
へ
の
憧
憬
（
下
定
）

は　

じ　

め　

に

　

杜
甫
は
、
生
涯
、
唐
王
朝
の
朝
臣
で
あ
る
こ
と
を
生
き
が
い
と
し

た
。
左
拾
遺
を
務
め
た
後
は
、
漂
泊
の
中
で
も
、
い
つ
か
朝
臣
に
返

り
咲
く
こ
と
が
悲
願
だ
っ
た
。
だ
が
、
同
時
に
杜
甫
は
一
貫
し
て
仙

（
後
述
す
る
仙
境
と
仙
道
の
両
者
を
含
む
）
へ
の
憧
憬
を
抱
き
仏
（
教
）

へ
の
傾
倒
を
保
持
し
続
け
た
。

　

杜
甫
の
詩
に
お
け
る
仙
と
仏
と
に
関
わ
る
表
現
は
、
わ
か
い
頃
に

始
ま
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
最
晩
年
に
至
る
ま
で
、
同
時
期
に
、
ま
た

交
互
に
、
繰
り
返
し
表
れ
る
。
両
者
は
い
ず
れ
も
「
兼
済
」
の
対
極
、

「
独
善
」
の
中
核
を
占
め
る
も
の
と
し
て
、
杜
甫
の
人
生
の
選
択
肢

の
中
に
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、
杜
甫
は
、
終
世
、
朝
臣
で
あ
り
た
い

と
の
願
い
を
も
っ
て
生
き
、
仙
あ
る
い
は
仏
を
自
分
の
生
き
る
道
と

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
兼
済
の
道
が
絶
た
れ

る
時
、
そ
れ
は
具
体
的
な
行
動
と
な
っ
て
現
れ
、
杜
甫
の
生
活
と
精

神
に
か
な
り
重
き
を
な
す
こ
と
が
あ
る
。

　

小
稿
で
は
杜
詩
に
見
え
る
仙
へ
の
憧
憬
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
内

実
と
生
涯
に
お
け
る
軌
跡
と
を
辿
り
た
い
。

　

杜
甫
の
仙
を
論
じ
て
、
従
来
の
研
究
で
最
も
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
、

郭
沫
若
『
李
白
与
杜
甫
』
の
「
杜
甫
的
宗
教
信
仰
」
で
あ
る
。
小
稿

は
、
杜
甫
と
杜
甫
の
文
学
の
真
実
を
究
明
す
る
立
場
か
ら
、
郭
沫
若

の
研
究
の
意
義
を
評
価
し
、
さ
ら
に
仔
細
に
杜
甫
に
お
け
る
仙
の
実

際
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一　

仙
境
へ
の
憧
憬

　

杜
甫
の
詩
の
う
ち
、
私
の
初
歩
的
な
調
査
に
よ
れ
ば
、
仙
に
関
わ

る
表
現
の
見
え
る
も
の
は
五
十
五
首
、
仏
の
そ
れ
は
三
十
一
首
に
見

え
る
（
両
者
の
重
な
る
も
の
が
あ
る
）。

　

こ
の
仙
に
関
わ
る
表
現
を
持
つ
詩
は
、
大
き
く
、
仙
境
へ
の
憧
憬

か
、
仙
道
へ
の
希
求
か
の
二
類
の
い
ず
れ
か
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
仙
と
い
っ
て
も
、
そ
の
性
格
と
役
割
が
こ
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の
よ
う
に
截
然
と
し
て
い
る
の
は
、
杜
甫
の
仙
表
現
の
大
き
な
特
徴

の
一
つ
で
あ
る
。

一
の
一　

仙
境
へ
の
憧
憬

　

仙
境
へ
の
憧
憬
と
は
、
仙
境
を
訪
ね
た
い
、
あ
る
い
は
仙
境
に
住

み
た
い
と
の
願
望
で
あ
る
。
こ
う
し
た
願
望
を
表
す
詩
は
二
九
首
を

認
め
る
。
語
と
し
て
は
、「
滄
洲
」
へ
の
憧
憬
と
し
て
表
現
さ
れ
る

こ
と
が
九
例
で
最
も
多
く
、「
桃
源
」
へ
の
願
望
と
し
て
表
現
さ
れ

る
の
が
八
例
、「
福
地
」
へ
の
憧
憬
が
二
例
。「
崑
崙
」
は
多
数
登
場

す
る
が
、
全
て
、
詠
じ
る
対
象
が
遙
か
な
遠
方
に
あ
る
こ
と
や
、
峻

厳
・
美
し
さ
と
い
っ
た
性
質
を
取
っ
て
、
将
軍
の
活
躍
・
建
物
の
美

し
さ
等
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。「
崑
崙
」
に
つ
い
て
は
小
稿
で

は
扱
わ
な
い
。

　

仙
境
へ
の
憧
憬
は
、
ご
く
わ
か
い
時
、
李
白
と
知
り
合
う
前
か
ら

あ
っ
た
。
大
曆
元
年
（
七
六
六
）、
五
十
五
歳
の
秋
、
夔
州
で
、
少
壮

年
時
代
を
追
懐
し
て
の
五
古
「
壯
游
」
○
九
五
五
に
「
東
の
か
た
姑

蘇
臺
に
下
る
に
、
已
に
浮
海
の
航
を
具そ

な

う
。
今
に
到
る
も
遺
恨
有
る

は
、
扶
桑
を
窮
む
る
を
得
ざ
り
し
こ
と
な
り
」
と
い
う
。
開
元
十
九

年
（
七
二
一
）、
二
十
歳
、
呉
越
に
遊
ん
だ
時
、
海
上
の
仙
山
扶
桑
三

島
を
訪
ね
よ
う
と
船
の
準
備
ま
で
し
た
の
に
、
実
現
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
を
「
遺
恨
」
と
言
っ
て
い
る
。
な
お
、「
扶
桑
」
の
語
は
後
述

の
「
滄
洲
」
と
ほ
ぼ
同
じ
く
仙
境
の
意
で
、「
幽
人
」
一
四
一
八
に

も
見
え
る
（
後
掲
）。

　

以
下
、
作
詩
時
期
の
順
に
典
型
的
な
例
を
見
る
。

　

天
宝
十
四
載
（
七
五
五
）、
四
十
四
歳
、
奉
先
県
で
の
七
古
「
奉
先

の
劉
少
府
の
新
た
に
画
き
し
山
水
の
障し

ょ
う

の
歌
」
○
一
三
○
に
「
聞

く
君
は
赤
県
の
図
を
掃
却
し
、
興
に
乗
じ
て
滄
洲
の
趣

お
も
む
き

を
遣け
ん

画が

す

と
」、
聞
け
ば
あ
な
た
は
奉
先
県
の
図
を
画
き
、
さ
ら
に
興
に
乗
じ

て
憂
さ
晴
ら
し
に
仙
境
の
風
情
を
屏
風
に
画
い
た
と
の
こ
と
、
と
い

う
。

　

「
滄
洲
の
趣
」
は
、
謝
脁
「
宣
城
に
之ゆ

か
ん
と
し
て
新
林
浦
を
出

で
板
橋
に
向
か
う
」（『
文
選
』
巻
二
七
）
に
「
既
に
祿
を
懐し
た

う
の
情

を
懽よ

ろ
こ

ば
し
め
、
復
た
滄
州
の
趣
に
協
え
り
」、
こ
れ
ま
で
俸
禄
を
中

央
で
思
う
存
分
俸
禄
を
貪
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
隠
逸
の
地

で
自
適
の
生
活
を
楽
し
も
う
、
と
あ
る
の
が
初
出
。

　

「
滄
洲
」
は
、
広
く
隠
逸
の
地
を
指
し
、
あ
る
い
は
仙
境
を
意
味
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し
、
そ
の
用
法
は
詩
人
に
よ
り
詩
に
よ
り
異
同
が
あ
る
が
、
杜
甫
は
、

後
の
例
に
も
見
る
よ
う
に
ほ
ぼ
仙
境
の
意
で
用
い
て
い
る
。

　

杜
甫
の
「
滄
洲
」
に
は
三
つ
の
用
法
が
あ
る
。
一
、
こ
の
詩
の
よ

う
に
、
絵
画
の
中
の
山
な
ど
を
滄
洲
に
見
立
て
る
。
他
に
、「
玄
武

の
禪
師
が
屋
壁
に
題
す
」
○
五
七
二
（
後
掲
）、「
故
の
著
作
郎
貶
台

州
司
戸
滎
陽
の
鄭
公
虔
」
○
九
五
○
が
そ
う
で
あ
る
。
二
、
実
際
の

山
（
王
屋
山
な
ど
）
を
滄
洲
に
見
立
て
る
。「
憶
昔
行
」
一
三
一
九
が

そ
う
で
あ
る
（
後
掲
）。
三
、
自
分
が
心
身
を
落
ち
着
け
る
究
極
の

地
。
こ
れ
が
、
最
も
多
い
。「
曲
江
に
て
酒
に
對
う
」
○
二
○
九
（
後

掲
）、「
江
漲
る
」
○
四
六
四
（
後
掲
）、「
西
閣
二
首
」
○
九
七
五
（
後

掲
）、「
奉
贈
盧
五
丈
參
謀
琚
に
贈
り
奉
る
」
一
四
○
六
（
後
掲
）、「
幽

人
」
一
四
一
八
（
後
掲
）
が
そ
う
で
あ
る
。

　

乾
元
元
年
（
七
五
八
）
春
、
長
安
で
の
七
律
「
曲
江
に
て
酒
に
対

す
」
○
二
○
九
の
後
半
四
句
に
い
う
。「
飲
を
縱
ほ
し
い
ま
ま

に
し
久
し
く
人

の
共
に
棄
つ
る
に
任
せ
、
朝
す
る
に
懶
く
真
に
世
と
相
い
違
う
。
吏

情
更
に
覺
ゆ
滄
洲
の
遠
き
を
、
老
大
徒
ら
に
傷
む
未
だ
衣
を
拂
わ
ざ

る
を
」。

　

時
に
杜
甫
は
左
拾
遺
の
任
に
あ
っ
た
。
詩
は
、
朝
廷
で
何
か
問
題

が
あ
り
、
勤
め
に
気
が
進
ま
な
い
が
、
官
に
縛
ら
れ
て
い
る
身
を
思

え
ば
仙
境
へ
の
憧
憬
を
実
現
で
き
な
い
こ
と
が
一
層
情
け
な
い
と
慨

嘆
し
て
い
る
。
仕
途
不
如
意
の
際
に
、
杜
甫
の
仙
境
へ
の
憧
憬
が
頭

を
も
た
げ
る
こ
と
を
見
て
取
れ
る
。

　

乾
元
二
年
（
七
五
九
）
秋
、
秦
州
で
の
五
律
「
秦
州
雜
詩
二
十

首
」
其
十
四
〔
○
二
九
七
〕
に
い
う
。「
万
古
仇き
ゅ
う

池ち

の
穴け
つ

、
潛
か
に

通
ず
小し

ょ
う

有ゆ
う

天て
ん

。
神
魚
今
見
え
ず
、
福
地
語
真し
ん

に
傳
う
。
近
く
接
す

西
南
の
境
、
長つ

ね

に
懷お
も

う
十
九
泉
。
何
れ
の
時
か
一
茅
屋
、
老
い
を
送

ら
ん
白
雲
の
邊
に
」。

　

二
十
首
は
、
そ
れ
ぞ
れ
秦
州
の
景
物
の
特
徵
と
当
時
の
不
安
定
な

生
活
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
同
谷
に
あ
る
「
仇
池
」
に
至
っ
た

時
に
詠
じ
た
も
の
。「
仇
池
」
は
山
の
名
。
山
上
に
仇
池
が
あ
る
の

で
こ
の
名
に
な
っ
た
。「
小
有
天
」
は
道
家
が
伝
え
る
洞
府
の
名
。

「
仇
池
」
が
、
仙
境
福
地
に
通
じ
て
い
る
の
だ
と
の
説
が
実
際
に
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
詩
は
そ
の
証
左
と
な
る
。
結
句
、
長
い
旅
の

疲
れ
で
安
住
の
地
を
求
め
る
思
い
が
言
わ
せ
て
い
る
。「
福
地
」
は
、

も
う
一
例
、
上
掲
「
玄
都
壇
の
歌
、
元
逸
人
」
○
○
六
二
に
も
、
元

逸
人
が
住
ま
う
仙
境
、
自
分
は
い
た
り
得
な
い
地
と
し
て
見
え
て
い
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る
。

　

上
元
二
年
（
七
六
一
）
春
、
五
十
歳
、
成
都
で
の
五
律
「
江
漲

る
」
○
四
六
四
に
い
う
。「
江
は
蠻
夷
に
発
し
て
漲
り
、
山
は
雨
雪

を
添
え
て
流
る
。
大
聲
は
地
を
吹
き
て
轉
じ
、
高
浪
は
天
を
蹴
り
て

浮
か
ぶ
。
魚ぎ

ょ

鼈べ
つ

は
人
の
得
る
と
こ
ろ
と
為
り
、
蛟
龍
も
自
ら
謀
ら
ず
。

軽
帆
好よ

し
去
る
こ
と
便
な
り
、
吾
が
道
滄
洲
に
付
さ
ん
」。

　

杜
甫
は
大
雨
が
降
っ
て
川
の
水
が
漲
る
の
が
大
好
き
だ
っ
た
。
漲

る
水
の
勢
い
が
、
杜
甫
に
旺
盛
な
活
力
を
与
え
、
滄
州
へ
行
き
た
い

と
の
思
い
を
高
ぶ
ら
せ
て
い
る
。

　

宝
応
元
年
（
七
六
二
）、
五
十
一
歳
、
梓
州
の
玄
武
山
で
の
五
律

「
玄
武
の
禪
師
が
屋
壁
に
題
す
」
○
五
七
二
に
い
う
。「
何
れ
の
年

に
か
顧こ

虎こ

頭と
う

、
滿
壁
に
滄
洲
を
画
け
る
。
赤せ
き

日じ
つ

石
林
の
氣
、
青
天
江

海
の
流
れ
。
錫
飛
び
て
常
に
鶴
に
近
く
、
杯
渡
る
も
鷗
を
驚
か
さ
ず
。

似
た
り
廬
山
の
路み

ち

を
得
て
、
真ま
こ
と

に
惠
遠
に
従
い
て
遊
ぶ
に
」。

　

城
の
東
の
玄
武
山
の
頂
上
に
玄
武
廟
が
有
り
、
こ
こ
に
顧
愷
之
が

描
い
た
滄
洲
の
仙
境
の
画
が
あ
っ
た
。
杜
甫
は
こ
の
廟
壁
に
詩
を
書

き
付
け
た
。
詩
に
は
「
滄
洲
」「
錫
」「
鶴
」「
慧
遠
」
等
、
仙
界
と

仏
教
両
面
の
語
が
混
在
し
て
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
で
は
、

杜
甫
の
超
俗
の
世
界
の
伴
侶
と
し
て
兩
者
は
非
常
に
近
い
。

　

広
徳
二
年
（
七
六
四
）
冬
、
成
都
の
李
固
の
家
で
の
五
律
。「
李
固

の
請
え
る
司
馬
弟て

い

の
山
水
図
を
観
る
三
首
」
○
七
九
八
～
○
八
○
○
は
、

こ
れ
も
題
画
詩
。
成
都
の
李
固
の
家
で
、
そ
の
弟
が
描
い
た
山
水
画

を
見
て
詠
じ
た
。
其
一
で
は
「
群
仙
愁
思
あ
ら
ず
、
冉
冉
と
し
て
蓬

壺
に
下
る
」
と
、
仙
人
た
ち
が
何
の
愁
い
も
な
く
蓬
莱
に
ゆ
っ
た
り

と
舞
い
降
り
て
い
る
さ
ま
を
描
く
。
其
の
二
の
結
句
で
は
「
此
の
生

万
物
に
随
う
、
何
れ
の
処
に
か
塵
雰
を
出
で
ん
」
と
、
自
分
が
万
物

の
転
変
と
と
も
に
移
ろ
っ
て
い
て
俗
塵
を
抜
け
出
せ
な
い
こ
と
を
慨

嘆
し
て
い
る
。
其
の
三
〔
○
八
○
○
〕
の
結
び
の
二
句
に
い
う
。「
浮ふ

査さ

並
び
に
坐
し
得
て
、
仙
老
暫
く
相
い
將ひ
き

い
た
り
」、
画
中
の
い
か

だ
は
並
ん
で
坐
れ
る
余
裕
が
あ
る
、
仙
人
の
翁
よ
私
を
連
れ
て
い
っ

て
お
く
れ
。「
浮
査
」
は
伝
説
中
の
、
海
上
と
天
の
河
と
の
間
を
往

来
す
る
槎
。

　

永
泰
元
年
（
七
六
五
）
春
、
杜
甫
は
こ
の
前
の
年
の
暮
春
、
閬
州

か
ら
成
都
に
も
ど
り
、
厳
武
の
幕
吏
と
な
っ
て
い
た
。
節
度
参
謀
を

辞
し
て
草
堂
に
帰
っ
て
き
て
い
る
時
の
五
律
「
春
日
江
村
五
首
」
其

一
〔
○
八
○
八
〕
に
「
農
務
村
村
急
な
り
、
春
流
岸
岸
深
し
。
乾
坤
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万
里
の
眼
、
時
序
百
年
の
心
。
茅
屋
還ま

た
賦
す
る
に
堪
え
た
り
、
桃

源
自

お
の
ず
か

ら
尋
ぬ
可
し
。
艱
難
生
理
に
昧く
ら

く
、
飄
泊
如
今
に
到
れ
り
」

と
い
う
。「
乾
坤
」
二
句
は
、
戦
乱
の
世
界
と
漂
泊
の
身
世
を
見
つ

め
て
の
深
い
感
慨
で
あ
る
。
頸
聯
、
茅
葺
き
の
草
堂
は
我
が
身
を
託

す
る
の
に
申
し
分
な
く
、
こ
こ
に
い
る
だ
け
で
桃
源
郷
の
よ
う
に
心

身
と
も
に
安
ら
ぐ
世
界
を
尋
ね
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
一
・
二

句
の
農
民
の
暮
ら
し
と
村
の
風
景
を
受
け
て
、
浣
花
溪
を
桃
源
郷
に

見
立
て
て
い
る
。

　

「
桃
源
」
は
五
排
「
集
賢
院
の
崔
于
二
学
士
に
留
贈
し
奉
る
」
○

○
五
九
に
「
故
山
薬
物
多
く
、
勝
概
桃
源
を
憶
う
」、
故
山
に
は
薬

草
が
多
く
、
美
し
い
景
色
は
桃
源
郷
を
思
わ
せ
る
、
と
あ
る
の
が
杜

詩
で
の
初
出
。
桃
源
（
桃
花
源
）
の
用
法
の
源
に
は
、
陶
淵
明
「
桃

花
源
記
」
の
村
落
の
影
像
が
あ
る
。
桃
源
は
、
故
鄉
の
よ
う
に
心
身

と
も
に
安
ら
ぐ
こ
と
が
で
き
（「
赤
谷
西
崦
人
家
」
○
三
○
七
、「
不

寐
」
○
九
六
四
、「
巫
峽
敝
廬
…
…
」
一
一
四
九
、「
嶽
麓
山
道
林
二
寺
行
」

一
三
九
五
）、
花
木
美
し
く
（「
北
征
」
○
一
八
八
）、
憂
い
の
な
い
所

（「
詠
懐
二
首
」
其
二
〔
一
三
九
二
〕）
で
、
滄
洲
よ
り
は
身
近
で
あ
る
。

　

大
曆
元
年
（
七
六
六
）、
夔
州
西
閣
で
の
五
排
「
西
閣
二
首
」。
其

一
〔
○
九
七
四
〕
は
、
夔
州
で
の
仮
住
ま
い
「
西
閣
」
に
長
く
留
ま

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
を
嘆
く
。
其
二
〔
○
九
七
五
〕
は
、

い
っ
そ
の
こ
と
東
の
海
に
行
き
、
神
仙
の
住
む
世
界
を
求
め
た
い
と

の
願
望
を
詠
じ
る
。「
懶
心
江
水
に
似
て
、
日
夜
滄
洲
に
向
か
う
。

道い

わ
ず
含が
ん

香こ
う

賤
し
と
、
其
れ
鑷じ
ょ
う

白は
く

し
て
休や

む
を
如
せ
ん
。
…
…
豪

華
古
往
を
看
、
服
食
し
て
冥は

る

か
に
搜さ
ぐ

る
に
寄
せ
ん
。
詩
は
人じ
ん

間か
ん

の
興

を
尽
く
さ
ば
、
兼
ね
て
須

す
べ
か
ら

く
海
に
入
り
て
求
む
べ
し
」。

　

「
含
香
」
は
尚
書
郎
。
漢
代
、
天
子
の
側
近
で
あ
る
尚
書
郎
は
、

天
子
に
奏
上
す
る
時
、
鶏
舌
香
（
丁
香
と
い
う
香
木
の
実
）
を
口
に
含

ん
だ
こ
と
か
ら
。「
鑷
白
」
は
、
白
髪
を
抜
く
。
老
年
を
い
う
。

「
鑷
」
は
毛
抜
き
。
杜
甫
は
こ
の
時
、
検
校
工
部
員
外
郎
の
官
銜
を

有
し
て
い
た
。
だ
が
、
北
帰
の
願
い
は
か
な
わ
ず
、
就
任
は
絶
望
的

で
あ
る
。
窮
境
を
抜
け
出
せ
ず
、
老
い
が
深
ま
る
ほ
ど
に
、
杜
甫
の

仙
境
と
仙
道
へ
の
憧
憬
は
強
く
な
っ
て
い
く
。

　

大
曆
二
年
（
七
六
七
）、
夔
州
で
赤
甲
山
の
麓
か
ら
瀼
西
へ
転
居
す

る
時
の
五
律
「
卜
居
」
一
○
八
三
に
い
う
。「
帰
る
こ
と
遼
東
の
鶴

を
羨
み
、
吟
ず
る
こ
と
楚
の
執し

つ

珪け
い

に
同
じ
。
未
だ
碧
海
に
游
ぶ
を
成

さ
ず
、
著ち

ゃ
く

処し
ょ

丹
梯
を
覓も
と

む
。
雲う
ん

嶂し
ょ
う

江
北
に
寛
な
り
、
春
耕
瀼じ
ょ
う

西せ
い

⑮
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に
破
る
。
桃
紅
く
れ
な
い

に
し
て
客
若
し
至
ら
ば
、
定
め
て
似
ん
昔
人
の
迷

い
し
に
」、
丁
令
威
が
鶴
に
な
っ
て
故
鄉
の
遼
東
に
帰
っ
た
の
を
羨

ま
し
く
思
い
、
楚
の
宰
相
に
な
っ
て
も
故
鄉
越
の
う
た
を
歌
っ
た
荘

舃
と
同
じ
よ
う
に
故
鄉
を
思
う
。
い
ま
だ
に
碧
海
に
舟
を
浮
か
べ
て

遊
ぶ
こ
と
は
か
な
わ
ず
、
山
の
あ
ち
こ
ち
に
住
む
と
こ
ろ
を
探
し
て

い
る
。
長
江
の
北
、
雲
に
と
ど
く
ほ
ど
高
い
山
の
麓
に
平
ら
な
土
地

が
広
が
る
、
そ
の
瀼
西
の
地
で
春
に
土
を
耕
そ
う
。
桃
が
赤
く
な
る

こ
ろ
旅
人
が
訪
ね
て
く
る
な
ら
、
き
っ
と
後
漢
の
劉
晨
と
阮
肇
と
同

じ
よ
う
に
仙
界
に
迷
い
こ
む
だ
ろ
う
。

　

「
丹
梯
」
は
仙
界
に
昇
る
た
め
の
丹あ

か

い
梯は
し
ご

。
転
じ
て
高
く
険
し

い
山
。
尾
聯
は
、
前
の
句
の
春
の
農
耕
を
受
け
つ
つ
、「
桃
花
源

記
」
の
武
陵
の
漁
師
が
桃
源
郷
に
迷
い
こ
ん
だ
話
を
意
識
し
て
い
る
。

　

故
鄉
に
帰
田
し
た
い
と
の
思
い
と
、
仙
境
へ
の
憧
憬
と
が
な
い
ま

ぜ
に
な
っ
て
い
る
。
北
帰
が
ま
す
ま
す
実
現
困
難
に
な
っ
て
い
く
状

況
に
お
い
て
、
仙
境
を
訪
ね
た
い
、
そ
こ
に
住
み
た
い
と
の
願
い
は

ま
す
ま
す
切
実
で
あ
る
。

　

大
曆
四
年
（
七
六
九
）
秋
、
荊
南
節
度
使
衛
伯
玉
の
参
謀
盧
琚
に

贈
っ
た
五
排
「
盧
五
丈
參
謀
琚き

ょ

に
贈
り
奉
る
」
一
四
○
六
の
最
後
四

句
に
い
う
。「
流
年
蟋し

つ

蟀し
ゅ
つ

に
疲
れ
、
體
物
幸
い
に
鷦し
ょ
う

鷯り
ょ
う

な
り
。
滄

洲
の
願
い
に
孤
負
す
れ
ば
、
誰
か
云
わ
ん
晩
に
招
か
る
る
と
」、
流

れ
る
年
月
の
中
で
蟋こ

お
ろ
ぎ蟀
の
声
は
聞
き
飽
き
、
幸
い
に
も
鷦み
そ
さ
ざ
い鷯
を
ま

ね
て
身
の
丈
に
あ
っ
た
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
仙
境
に
行
き
た
い
と

の
願
い
に
そ
む
き
ま
す
か
ら
、
晩
年
に
な
っ
て
朝
廷
で
任
用
さ
れ
た

い
と
誰
が
申
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
二
句
は
、
李
白
「
王
昌
齡
と
同
じ
く
族
弟
襄
の
桂
陽
に
帰
る

を
送
る
二
首
」
其
一
に
「
紫
宮
の
戀
に
躊
躇
し
、
滄
洲
の
言
に
孤
負

す
」、
天
子
の
居
を
慕
う
想
い
に
と
ら
わ
れ
、
滄
洲
に
行
く
と
い
う

平
生
の
言
葉
に
背
い
て
い
る
、
と
あ
る
の
を
逆
転
し
て
い
る
。
北
帰

し
て
員
外
郎
に
就
任
す
る
こ
と
が
絶
望
的
だ
か
ら
、
仙
境
へ
の
憧
憬

を
強
調
す
る
こ
と
で
、
悲
哀
を
慰
撫
し
て
い
る
。

　

大
曆
四
年
（
七
六
九
）
秋
、
湖
南
で
の
五
古
「
幽
人
」
一
四
一
八
に

い
う
。「
…
…
往さ

き

に
惠け
い

詢じ
ゅ
ん

が
輩
と
、
中
年
滄
洲
の
期
あ
り
。
天
高
く

し
て
消
息
無
く
、
我
れ
を
棄
つ
る
こ
と
忽
ち
遺わ

す

る
る
が
若
し
。
内
に

は
懼
る
道
流
に
非
ず
し
て
、
幽
人
に
瑕か

疵し

と
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
洪

濤
笑
語
を
隠
し
、
枻か

じ

を
鼓
す
蓬
萊
の
池
。
崔さ
い

嵬か
い

た
る
扶
桑
の
日
、
照

耀
す
珊
瑚
の
枝
。
風
帆
翠
蓋
に
倚
り
、
暮
れ
に
東
皇
の
衣こ

ろ
も

を
把と

る
。
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元
和
の
津し
ん

を
嚥え
ん

嗽そ
う

せ
ん
と
す
る
も
、
思
う
所
煙え
ん

霞か

微
か
な
り
。
名
を

知
ら
る
る
は
未
だ
稱
す
る
に
足
ら
ず
、
局き

ょ
く

趣そ
く

た
り
商
山
の
芝し

。
五

湖
復
た
浩
蕩
と
し
て
、
歳さ

い

暮ぼ

に
餘
悲
有
り
」。

　

か
つ
て
滄
洲
に
行
く
こ
と
を
約
束
し
あ
っ
た
友
を
思
っ
て
の
詩
で

あ
る
。「
幽
人
」
は
世
外
の
仙
人
。「
惠
詢
」
は
、
仙
人
に
な
っ
た
の

で
は
と
、
杜
甫
が
思
っ
て
い
る
友
人
。「
見
瑕
疵
」
は
仙
界
に
行
っ

た
友
人
に
、
仙
人
に
な
れ
な
い
自
分
の
欠
点
を
発
見
さ
れ
る
の
意
。

「
往
に
惠
詢
が
輩
と
」
以
下
の
六
句
は
、
か
つ
て
仙
境
滄
州
に
行
こ

う
と
約
束
し
て
い
た
が
、
そ
の
「
幽
人
」
た
ち
に
自
分
は
見
捨
て
ら

れ
た
の
で
は
と
悲
し
み
を
覚
え
、
そ
れ
は
多
分
、
自
分
の
道
を
求
め

る
態
度
に
欠
点
が
あ
る
の
を
見
つ
け
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
、

恐
れ
て
い
る
。

　

「
洪
濤
…
…
」
以
下
の
四
句
は
、
滄
洲
で
友
人
た
ち
が
仙
人
と
な

っ
て
戯
れ
る
さ
ま
を
想
像
す
る
。
最
後
の
六
句
に
い
う
。
津
液
を
飲

ん
で
仙
人
に
な
り
た
い
の
だ
が
、
友
人
た
ち
は
煙
霞
の
彼
方
に
い
て

居
所
が
分
か
ら
な
い
。
世
間
に
名
を
知
ら
れ
た
い
と
思
う
よ
う
で
は

褒
め
た
も
の
で
は
な
い
、
商
山
の
四
皓
の
よ
う
に
な
り
た
い
が
そ
れ

も
無
理
だ
。
洞
庭
湖
は
果
て
し
な
く
広
が
り
、
年
の
暮
れ
に
悲
し
み

は
果
て
し
な
い
。

　

漂
泊
の
窮
境
は
極
限
に
来
て
い
る
。
滄
州
を
見
つ
め
る
杜
甫
の
思

い
は
、
俗
を
離
脱
し
が
た
い
自
己
と
せ
め
ぎ
あ
っ
て
痛
切
で
あ
る
。

二　

仙
道
へ
の
憧
憬

　

杜
甫
の
仙
道
へ
の
憧
憬
の
主
な
目
的
は
不
老
長
寿
に
あ
る
。
仙
道

へ
の
憧
憬
を
表
現
し
た
詩
は
二
六
首
。
具
体
的
な
表
現
は
、「
葛

洪
」
と
「
丹
砂
」、
ま
た
は
両
語
が
結
合
し
た
も
の
が
多
い
。

　

天
宝
三
載
（
七
四
四
）、
洛
陽
で
の
五
古
「
李
白
に
贈
る
」
○
○
一

九
に
い
う
。「
…
…
豈
に
青
精
の
飯
の
、
我
が
顏が
ん

色し
ょ
く

を
し
て
好よ

か
ら

し
む
る
無
か
ら
ん
や
。
大た

い

薬や
く

に
資
の
乏
し
き
に
苦
し
み
、
山
林
跡あ
と

は

掃
う
が
如
し
。
李
侯
は
金
閨
の
彥
、
身
を
脱
し
て
幽
討
を
事
と
す
。

亦
た
梁
宋
の
遊
有
り
、
方ま

さ

に
瑤
草
を
拾
う
を
期
す
」、
顔
を
わ
か
わ

か
し
く
す
る
青
精
飯
な
ら
、
こ
の
世
に
な
い
わ
け
は
な
い
。
菌
丹
を

作
る
資
金
が
乏
し
く
て
困
っ
て
い
る
し
、
仙
薬
の
材
料
が
あ
る
山
林

に
は
久
し
く
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
足
跡
は
消
え
て
し
ま
っ
た
ろ
う
。

李
白
殿
は
金
馬
門
で
天
子
に
仕
え
て
い
た
お
方
だ
が
、
そ
こ
を
脱
け

出
て
山
奥
の
道
士
を
訪
ね
よ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
私
と
一
緒
に
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梁
宋
を
旅
し
よ
う
と
の
こ
と
、
そ
こ
で
き
っ
と
仙
草
を
手
に
入
れ
よ

う
。

　

「
青
精
の
飯
」
は
、
南
天
の
枝
葉
を
採
っ
て
搗
い
た
汁
に
米
を
浸

し
、
蒸
し
て
乾
燥
し
た
も
の
。
服
用
す
れ
ば
顔
色
を
良
く
し
寿
命
を

増
す
と
い
う
。「
大
薬
」
は
金
丹
。
不
老
不
死
の
薬
。「
瑤
草
」
は
仙

草
。
李
白
は
高
力
士
の
讒
言
に
よ
り
朝
廷
か
ら
追
放
さ
れ
、
洛
陽
で

杜
甫
と
知
り
合
っ
た
。
そ
の
時
に
、
李
白
に
贈
っ
た
詩
。
杜
甫
は
仙

薬
を
実
際
に
作
ろ
う
と
し
て
い
た
。
李
白
と
と
も
に
仙
草
を
探
す
旅

に
出
る
期
待
を
述
べ
て
い
る
。

　

天
宝
四
載
（
七
四
五
）
の
秋
、
李
白
と
兗え
ん

州し
ゅ
う

に
遊
ん
だ
時
の
七
絶

「
李
白
に
贈
る
」
○
○
二
四
に
い
う
。「
秋
来
た
り
て
相
い
顧
み
れ

ば
尚
お
飄ひ

ょ
う

蓬ほ
う

、
未
だ
丹
砂
に
就
か
ず
し
て
葛
洪
に
愧
ず
。
痛
飲
狂

歌
空
し
く
日
を
渡
る
、
飛
揚
跋ば

っ

扈こ

誰
が
為
に
雄
な
る
」。
前
二
句
、

李
白
と
杜
甫
が
二
人
と
も
ま
だ
丹
砂
を
煉
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い

の
を
嘆
き
、
葛
洪
に
対
し
て
恥
ず
か
し
い
と
言
っ
て
い
る
。
杜
甫
は

李
白
と
と
も
に
錬
丹
を
達
成
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
。

　

天
宝
七
載
（
七
四
八
）、
長
安
の
近
郊
で
河
南
尹
の
韋
済
に
送
っ
た

五
排
「
河
南
韋
尹
丈
人
に
寄
せ
奉
る
」
○
○
三
三
は
、
河
南
尹
韋い

済せ
い

の
才
徳
を
讃
え
、
自
己
の
漂
泊
生
活
の
困
苦
を
述
べ
、
引
き
立
て
と

援
助
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
の
後
半
に
い
う
。「
濁
酒
陶
令
を
尋
ね
、

丹
砂
葛
洪
を
訪
う
。
江
湖
短た

ん

褐か
つ

を
漂
わ
せ
、
霜
雪
飛
蓬
に
満
つ
。
牢

落
乾
坤
大
に
し
て
、
周
流
道
術
空
し
。
…
…
尸し

郷き
ょ
う

土
室
を
余
す
、

誰
か
話か

た

ら
ん
祝し
ゅ
う

雞け
い

翁お
う

」、
私
は
陶
淵
明
の
よ
う
に
濁
酒
を
求
め
、
葛

洪
の
よ
う
に
丹
砂
を
探
し
求
め
て
い
ま
す
。
粗
末
な
服
を
着
て
世
の

中
を
放
浪
し
、
ぼ
さ
ぼ
さ
の
髮
は
雪
や
霜
の
よ
う
に
真
っ
白
で
す
。

広
大
な
天
地
の
間
で
落
ち
ぶ
れ
て
し
ま
い
、
さ
す
ら
っ
て
い
る
内
に

身
に
つ
け
た
方
術
も
さ
び
つ
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
…
…
穴
倉
の
よ

う
に
粗
末
な
留
守
宅
を
尸
郷
に
残
し
た
ま
ま
さ
す
ら
っ
て
い
る
、
仙

人
の
祝
鷄
翁
の
よ
う
な
私
の
こ
と
を
話
題
に
し
て
く
だ
さ
る
の
は
貴

方
以
外
に
誰
が
い
ま
し
ょ
う
。

　

「
尸
郷
」
は
地
名
。
偃
師
の
西
二
十
里
に
あ
る
。「
祝
雞
翁
」
は

仙
人
。
洛
陽
の
人
で
尸
郷
北
山
の
ふ
も
と
に
住
ん
で
い
た
。
こ
の
数

句
は
、
杜
甫
自
身
の
こ
の
時
の
姿
で
あ
る
。「
道
術
空
」
と
い
う
か

ら
、
そ
の
程
度
は
別
と
し
て
仙
術
を
修
練
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の

杜
甫
の
形
象
は
や
や
複
雑
で
、
自
己
を
「
牢
落
」
の
仙
人
に
な
ぞ
ら

え
つ
つ
、
一
方
で
は
自
尊
心
を
保
ち
、
ま
た
一
面
で
は
卑
屈
な
媚
び

⑯



─ 9 ─

杜
甫
に
お
け
る
仙
境
と
仙
道
へ
の
憧
憬
（
下
定
）

を
売
る
色
合
い
を
も
帯
び
て
い
る
。

　

上
元
元
年
（
七
六
○
）
春
、
成
都
草
堂
で
の
五
律
「
農
と
為
る
」

○
三
九
六
。「
錦
里
煙
塵
の
外
、
江こ
う

村そ
ん

八
九
家
。
圓
荷
小
葉
浮
か
び
、

細さ
い

麥ば
く

輕
花
落
つ
。
宅
を
卜
し
て
茲こ

れ
従
り
老
い
ん
、
農
と
為
り
て
國

を
去
る
こ
と
賒は

る

か
な
り
。
遠
く
勾こ
う

漏ろ
う

の
令
に
慚
ず
、
丹
砂
を
問
う
を

得
ざ
る
を
」。

　

「
為
農
」
は
「
農
民
に
な
る
」
の
意
。「
勾
漏
」
は
、
葛
洪
が
勾

漏
（
広
西
省
北
流
県
）
に
出
る
丹
砂
を
目
当
て
に
、
そ
の
地
の
県
令

を
志
願
し
た
故
事
に
基
づ
く
。

　

首
聯
は
成
都
の
田
園
風
景
の
美
し
さ
を
描
き
、
頸
聯
は
一
生
農
耕

に
従
事
し
て
都
を
離
れ
た
ま
ま
で
老
い
て
い
く
だ
ろ
う
寂
寞
の
情
を

述
べ
る
。
尾
聯
、
い
ま
だ
に
煉
丹
の
術
を
獲
得
し
て
お
ら
ず
深
く
葛

洪
に
恥
じ
る
と
い
う
。

　

こ
の
詩
が
表
現
し
て
い
る
感
情
も
複
雑
で
あ
る
。
ま
ず
成
都
に
や

っ
て
き
て
定
住
で
き
た
喜
び
を
詠
い
、
し
か
し
後
半
で
は
、
農
夫
と

な
っ
て
、
都
に
も
ど
り
官
に
就
く
こ
と
（
兼
済
）
は
で
き
ず
、
仙
道

へ
の
憧
憬
（
独
善
）
も
達
成
で
き
て
い
な
い
遺
憾
の
思
い
を
述
べ
る
。

安
住
の
喜
び
と
、
兼
済
と
独
善
、
両
者
の
い
ず
れ
を
も
達
成
で
き
て

い
な
い
悲
哀
と
、
非
喜
こ
も
ご
も
の
錯
綜
し
た
感
情
が
こ
の
詩
に
は

あ
る
。

　

上
元
二
年
（
七
六
一
）、
成
都
で
の
七
古
「
丈じ
ょ
う

人じ
ん

山ざ
ん

」
○
四
八
二

に
い
う
。「
青
城
の
客
と
為
り
し
自よ

り
、
青
城
の
地
に
唾
せ
ず
。
丈

人
山
を
愛
す
る
が
為
な
り
、
丹
梯
は
幽
意
に
近
し
。
丈
人
祠
西
に
佳

氣
は
濃
し
、
雲
に
縁よ

り
住
ま
ん
と
擬ほ
っ

す
最
高
峰
。
白
髪
を
掃
除
す
る

に
は
黄こ

う

精せ
い

在
り
、
君
看み

よ
他
時
冰
雪
の
容す
が
た

を
」。
結
び
の
二
句
に
い

う
、
山
の
最
高
峰
に
白
髪
を
除
く
薬
草
黄
精
が
生
え
て
い
る
、
見
よ

私
が
い
つ
か
神
人
の
白
い
肌
を
獲
得
す
る
の
を
。

　

「
丈
人
山
」
は
青
城
山
、
成
都
西
北
約
六
十
キ
ロ
の
青
城
縣
に
あ

る
。
道
教
の
聖
地
。
黃
帝
が
こ
の
山
を
封
じ
て
五
嶽
丈
人
と
し
た
と

い
う
伝
説
が
あ
り
こ
う
呼
ば
れ
る
。「
黃
精
」
は
多
年
生
草
木
。
道

家
は
こ
れ
を
食
す
れ
ば
不
老
長
寿
を
得
る
と
し
て
い
た
。「
氷
雪
」

は
神
人
の
白
い
肌
。『
荘
子
』「
逍
遥
遊
」
に
「
藐
か
な
る
姑
射
の
山

に
、
神
人
有
り
。
肌
膚
は
氷
雪
の
若
く
、
綽
約
と
し
て
処
子
の
若

し
」。

　

広
徳
元
年
（
七
六
三
）
六
月
、
梓
州
で
の
五
排
「
章
留
後
侍
御
に

陪
し
て
南
楼
に
宴
す
」
○
六
五
一
に
い
う
。「
屢し
ば

ゝし
ば

食
す
將
軍
の
第て
い

、

⑰

⑱
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仍し
き

り
に
騎
す
御
史
の
驄
。
本
と
よ
り
丹た
ん

竈そ
う

の
術
無
し
、
那な
ん

ぞ
免
れ
ん

白
頭
の
翁
た
る
を
」。

　

章
留
後
は
章
彝
。
そ
の
宴
に
陪
席
し
て
の
作
。
後
の
二
句
、
自
分

の
衰
老
を
嘆
き
、
丹
竈
の
術
を
心
得
て
い
な
い
の
で
白
髪
に
な
っ
て

も
仕
方
が
な
い
と
い
う
。「
丹
竈
」
は
丹
薬
を
煉
る
竈
。「
丹
竈
術
」

へ
の
崇
信
が
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
言
葉
が
あ
る
。

　

広
徳
二
年
（
七
六
四
）、
閬
州
か
ら
成
都
草
堂
に
帰
っ
た
時
の
作

「
王
二
十
四
侍
御
契
に
贈
る
四
十
韻
」
○
七
四
五
に
い
う
。「
錦
里

丹
竈
を
残
し
、
花
溪
釣ち

ょ
う

綸り
ん

を
得
た
り
」、
草
堂
に
は
丹
砂
を
煉
る
竈

が
残
っ
て
お
り
、
浣
花
溪
で
釣
り
糸
を
垂
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
杜

甫
は
成
都
で
、
丹
砂
を
煉
っ
て
い
た
。

　

同
じ
く
広
徳
二
年
、
成
都
に
も
ど
っ
て
後
の
五
排
「
司
馬
山
人
十

二
に
寄
す
十
二
韻
」
○
七
五
二
に
い
う
。「
道
術
曾
て
意
を
留
め
、

先
生
早つ

と

に
蒙
を
撃
つ
。
…
…
永
く
作な

る
殊
方
の
客
、
殘こ
ぼ

た
れ
て
は
生

く
一
老
翁
。
相
い
哀
れ
み
て
骨
換
う
可
く
ん
ば
、
亦
た
清
風
に
馭
せ

し
め
よ
」。

　
　
「
司
馬
山
人
」
は
道
士
、
事
跡
は
不
明
。
長
安
で
か
つ
て
出
会

い
、
杜
甫
は
仙
術
の
教
え
を
受
け
た
。
そ
の
恩
師
に
成
都
に
帰
っ
た

時
に
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。「
骨
を
換
う
」
は
、
仙
薬
を
飲
ん
で
自

分
の
骨
を
仙
骨
に
換
え
る
こ
と
。「
清
風
に
馭
す
」
は
昇
仙
す
る
こ

と
。
詩
は
二
人
の
交
游
を
述
べ
、
山
人
の
道
術
を
讃
え
て
い
る
。
杜

甫
は
自
ら
の
衰
老
漂
泊
を
嘆
き
、
山
人
に
仙
術
を
指
教
し
て
ほ
し
い

と
頼
ん
で
い
る
。

　

大
曆
元
年
（
七
六
六
）
秋
、
夔
州
で
の
五
排
「
漢
中
王
の
手
札
を

奉
ず
、
韋
侍
御
蕭
尊
師
が
亡
ず
る
を
報
ず
」
○
九
五
七
に
い
う
。

「
秋
日
蕭し

ょ
う

韋い

逝
け
り
と
、
淮わ
い

王お
う

峽
中
に
報
ず
。
少
年
柱ち
ゅ
う

史し

を
疑
い
、

多
術
仙
公
を
怪
し
む
」。

　

漢
中
王
か
ら
の
手
紙
で
旧
友
の
韋
侍
御
・
蕭
尊
師
が
亡
く
な
っ
た

の
を
知
り
、
感
慨
を
詠
じ
た
詩
。「
少
年
」
は
韋
侍
御
が
年
わ
か
い

こ
と
を
指
し
、「
柱
史
」
は
柱
下
史
。
侍
御
史
の
古
称
。
周
の
柱
下

史
を
務
め
た
老
子
は
百
六
十
余
歲
と
も
二
百
余
歲
と
も
い
わ
れ
る
長

寿
だ
っ
た
。「
多
術
」
は
蕭
尊
師
が
仙
術
に
長
じ
て
い
る
こ
と
。「
仙

公
」
は
、
仙
人
に
な
っ
た
蕭
史
。「
疑
」「
怪
」
の
主
語
は
杜
甫
。

　

杜
甫
は
、
二
人
は
仙
道
を
身
に
つ
け
た
人
だ
っ
た
の
に
早
く
死
ん

で
し
ま
っ
た
の
が
信
じ
ら
れ
な
い
と
言
う
。
杜
甫
は
、
長
生
養
老
の

道
術
、
仙
道
を
信
じ
て
い
た
。
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杜
甫
に
お
け
る
仙
境
と
仙
道
へ
の
憧
憬
（
下
定
）

　

大
暦
二
年
（
七
六
七
）
初
秋
、
夔
州
で
の
五
排
、
峡
州
（
湖
北
省
宜

昌
市
）
の
長
官
劉
伯
華
に
寄
せ
た
詩
「
劉
峽
州
伯
華
使
君
に
寄
す
四

十
韻
」
一
一
五
六
に
い
う
。「
奼た

女じ
ょ

新し
ん

裹か

を
縈め
ぐ

り
、
丹
砂
舊き
ゅ
う

秤し
ょ
う

に

冷
や
や
か
な
り
。
但
だ
椿ち

ん

壽じ
ゅ

の
永
き
を
求
む
る
の
み
、
杞
天
の
崩
る

る
を
慮
る
莫
し
」、
水
銀
が
新
し
い
袋
に
つ
め
ら
れ
、
い
ら
な
く
な

っ
た
丹
薬
は
古
い
秤
の
上
で
忘
れ
ら
れ
て
冷
た
く
な
る
。
私
は
椿
の

大
木
の
よ
う
に
長
生
き
し
た
い
、
杞
の
国
の
人
が
天
の
崩
れ
落
ち
る

の
を
心
配
し
た
よ
う
に
、
天
下
を
心
配
す
る
身
分
で
は
な
い
。

　

「
奼
女
」
は
、
水
銀
の
隠
語
。
不
老
長
寿
の
仙
薬
の
主
材
料
。

「
椿
壽
」
は
、
長
寿
。
上
古
に
八
千
年
を
春
と
し
、
八
千
年
を
秋
と

す
る
木
「
大
椿
」
が
あ
っ
た
と
い
う
（『
荘
子
』
逍
遥
遊
）。

　

杜
甫
は
肺
病
と
消
渇
の
病
を
、
成
都
で
得
て
い
た
が
、
大
曆
元
年

に
は
落
馬
し
て
、
不
自
由
だ
っ
た
脚
が
さ
ら
に
悪
く
な
り
（「
醉
為
馬

墜
諸
公
攜
酒
相
看
」
一
○
六
一
）、
大
曆
二
年
に
は
、
肺
病
の
症
状
が

進
ん
で
い
る
（「
又
上
後
園
山
脚
」
一
一
三
二
）。
病
が
重
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
に
、
仙
道
へ
の
憧
憬
は
ま
す
ま
す
強
く
な
る
。

　

大
暦
二
年
秋
、
夔
州
で
の
五
古
「
昔
遊
」
一
二
四
七
に
い
う
。

「
昔
華か

蓋が
い

君く
ん

に
謁
せ
ん
と
、
深
く
洞
宮
の
脚
を
求
む
。
玉
棺
已
に
天

に
上
り
、
白
日
亦
た
寂
寞
た
り
。
…
…
東
蒙
旧
隱
に
赴
き
、
尚
お
同

志
の
楽
し
み
を
憶
う
。
伏
し
て
事つ

か

う
董
先
生
、
今
に
於
い
て
独
り
蕭

索
た
り
。
胡な

ん

為す
れ

ぞ
関
塞
に
客
た
り
て
、
道
意
久
し
く
衰
薄
す
る
。
妻

子
亦
た
何
人
ぞ
、
丹
砂
前
諾
に
負そ

む

く
。
髮は
つ

鬒し
ん

の
變
ず
る
を
悲
し
む
と

雖
も
、
未
だ
筋
力
の
弱
き
を
憂
え
ず
。
藜
を
杖
つ
き
て
清
秋
を
望
み
、

興
有
ら
ば
廬ろ

霍か
く

に
入
ら
ん
」。

　

「
華
蓋
君
」
は
、
周
の
仙
人
、
華
蓋
山
で
修
道
し
昇
仙
し
た
と
さ

れ
る
王
子
喬
。
こ
こ
は
王
子
喬
の
よ
う
に
優
れ
た
道
士
の
意
。「
玉

棺
」
は
、
王
子
喬
が
そ
の
中
に
寝
て
昇
仙
し
た
と
い
う
天
か
ら
下
さ

れ
た
棺
。
詩
の
後
半
「
東
蒙
」
は
蒙
山
。
山
東
省
に
在
り
、
東
海
に

面
し
て
い
る
の
で
「
東
蒙
」
と
い
う
。「
董
先
生
」
は
董
奉
先
、
董

煉
師
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
彼
は
当
時
東
蒙
山
で
修
練
し
、
天
宝
年
間

に
は
九
華
丹
法
を
衡
陽
で
修
め
、
朱
陵
後
洞
に
住
ん
で
い
た
。「
廬

霍
」
は
道
教
の
聖
地
、
廬
山
と
衡
山
。

　

杜
甫
は
天
宝
三
載
（
七
四
四
）
梁
宋
・
斉
魯
に
遊
び
、
王
屋
山
に

入
っ
て
、
華
蓋
君
に
就
い
て
仙
道
を
我
が
物
に
し
よ
う
と
し
た
が
、

す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
て
願
い
が
遂
げ
ら
れ
ず
、
董
煉
師
に
師
事
し

た
。
そ
の
い
き
さ
つ
と
、
修
道
が
続
か
ず
我
が
物
に
な
っ
て
い
な
い



中
国
文
学
報　

第
九
十
一
册

─ 12 ─

無
念
の
思
い
を
詠
じ
て
い
る
。
そ
し
て
遠
く
な
い
将
来
再
び
廬
山
・

衡
山
を
訪
れ
た
い
と
の
期
待
を
述
べ
て
い
る
。
杜
甫
の
仙
道
へ
の
思

い
は
、
去
年
か
ら
今
年
へ
と
、
日
ご
と
に
強
ま
っ
て
い
る
。

三　

南 
征 
と 

仙 

道

　

こ
の
章
で
は
杜
甫
の
人
生
の
最
後
に
お
け
る
南
征
と
仙
道
の
関
係

を
確
認
す
る
。「
南
征
」
は
「
北
帰
」
に
対
立
す
る
語
。
北
帰
は
長

安
に
帰
る
、
ま
た
故
鄉
洛
陽
に
も
ど
る
こ
と
。
南
征
は
、
杜
甫
自
身

の
用
法
に
よ
れ
ば
二
つ
の
意
味
を
持
つ
。
一
、
成
都
を
離
れ
て
後
の

湖
南
諸
地
の
漂
泊
、
二
、
大
暦
四
年
、
潭
州
か
ら
衡
陽
に
南
下
し
た

こ
と
。
こ
こ
で
い
う
「
南
征
」
は
後
者
。

　

「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
杜
甫
は
、
わ
か
い
頃
か
ら
、

仙
へ
の
憧
憬
あ
る
い
は
仏
へ
の
傾
倒
を
、
繰
り
返
し
、
交
互
に
表
明

し
て
き
た
。
晩
年
、
夔
州
に
あ
る
時
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
。

　

杜
甫
は
、
大
曆
元
年
（
七
六
六
）
の
作
「
西
閣
二
首
」
其
二
〔
○

九
七
五
〕
に
「
懶
心
江
水
に
似
て
、
日
夜
滄
洲
に
向
か
う
」
と
、
仙

境
へ
の
強
い
憧
憬
を
述
べ
て
い
た
。（
上
掲
）。
だ
が
翌
大
暦
二
年

（
七
六
七
）
の
五
排
「
秋
日
夔き

府ふ

に
懐
い
を
詠
じ
、
鄭
監
・
李
賓
客

に
寄
せ
奉
る
一
百
韻
」
一
一
五
五
で
は
、
最
後
の
一
段
に
、
仏
教
の

悟
り
を
開
き
た
い
と
の
思
い
を
熱
く
述
べ
る
。「
…
…
本も

自と

迦か

葉し
ょ
う

に

依
る
、
何
ぞ
曾か

つ

て
偓あ
く

佺せ
ん

に
藉よ

ら
ん
。
…
…
晩
に
聞
き
て
妙
教
多
く
、

卒
に
踐ふ

み
て
前ぜ
ん

愆け
ん

を
塞
が
ん
。
…
…
勇
猛
を
心
の
極
と
為
し
、
清せ
い

羸る
い

も
て
体か
ら
だ

の
孱よ
わ

き
に
任
す
。
金こ
ん

篦ぺ
い

も
て
空
し
く
眼
を
刮け
ず

る
も
、
鏡き
ょ
う

象し
ょ
う

未
だ
銓
を
離
れ
ず
」。

　

詩
は
友
人
で
あ
る
鄭
申
と
李
之
芳
に
寄
せ
た
も
の
。
當
時
、
鄭
・

李
二
人
は
、
鄭
は
江
陵
に
、
李
は
夷
陵
に
い
た
。
全
詩
の
重
點
は
漂

泊
の
困
苦
へ
の
感
慨
を
述
べ
る
こ
と
に
あ
り
、
最
後
に
仏
教
に
帰
依

し
た
い
と
の
思
い
を
激
し
く
表
明
し
て
い
る
。「
迦
葉
」
は
釈
迦
の

第
一
の
弟
子
摩
訶
迦
葉
波
。「
偓
佺
」
は
古
の
伝
説
中
の
仙
人
。「
妙

教
」
は
す
ぐ
れ
た
教
え
。「
前
愆
」
は
以
前
の
罪
過
。「
勇
猛
」
は
勇

猛
心
、
仏
法
を
求
め
る
強
い
心
。「
大
勇
猛
を
発
す
」
と
、
多
数
の

経
典
に
見
え
る
。　
「
清
羸
」
は
痩
せ
て
弱
っ
た
身
体
。「
金
篦
」
は

眼
の
治
療
に
用
い
た
へ
ら
。
煩
悩
を
払
い
の
け
る
こ
と
の
比
喩
。

　

大
意
は
こ
う
で
あ
る
。
私
は
も
と
も
と
釈
迦
の
弟
子
の
迦
葉
を
慕

っ
て
い
る
、
ど
う
し
て
仙
人
の
偓
佺
を
頼
む
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

…
…
老
年
に
な
っ
て
仏
法
の
あ
り
が
た
さ
が
わ
か
っ
た
、
教
え
を
守

⑲

⑳

㉑
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っ
て
過
去
の
罪
の
責
め
を
ふ
さ
ぎ
た
い
。
…
…
仏
典
に
「
仏
法
を
求

め
る
勇
猛
心
を
奮
い
起
こ
せ
」
と
あ
る
、
痩
せ
た
身
体
も
気
に
し
な

い
。
金
の
へ
ら
で
眼
の
膜
を
剥
が
し
て
真
実
を
見
き
わ
め
よ
う
と
し

て
も
、
鏡
の
中
の
虚
像
を
本
物
だ
と
見
間
違
え
て
い
る
よ
う
で
は
だ

め
だ
。

　

杜
甫
の
仏
教
に
帰
依
す
る
決
意
は
固
く
、
き
っ
ぱ
り
と
仙
道
を
否

定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
後
、
杜
甫
は
ま
る
で
こ
う
し
た
発
言

を
忘
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。「
昔
遊
」
一
二
四
七
（
上
掲
）
と
「
憶

昔
行
」
一
三
一
九
（
後
掲
）
で
は
、
昔
華
蓋
君
に
会
え
な
か
っ
た
こ

と
へ
の
遺
憾
の
思
い
と
再
び
董
煉
師
を
訪
ね
て
仙
道
を
学
び
た
い
と

の
願
望
を
表
現
し
て
い
る
。「
秋
日
夔
府
…
…
」
が
强
く
仙
道
を
否

定
す
る
の
は
、
実
際
上
却
っ
て
仙
・
佛
の
杜
甫
へ
の
影
響
が
、
両
者

相
い
譲
ら
ず
の
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
の
現
れ
だ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、
大
暦
四
年
（
七
六
九
）
ま
で
、
仙
・
仏
へ
の
尊
崇
と
憧

憬
の
表
現
は
交
互
に
出
現
す
る
。
し
か
し
、
佛
教
へ
の
傾
倒
は
「
嶽

麓
山
道
林
二
寺
行
」
一
三
九
五
（
大
暦
三
年
）
を
最
後
の
一
首
と
し
て
、

シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
両
者
へ
の
憧
憬
は
終
わ
り
を
告
げ
る
。

以
後
、
杜
甫
の
思
い
は
、
死
に
臨
む
時
ま
で
も
っ
ぱ
ら
仙
道
に
傾
注

さ
れ
る
。
郭
沫
若
が
「
杜
甫
的
精
神
面
貌
、
在
他
辭
世
前
的
幾
年
、

特
別
傾
向
於
佛
教
信
仰
」
と
い
う
の
は
事
実
で
は
な
い
。

　

仙
道
へ
の
希
求
が
切
実
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
が
南
征
を
決
行
し

た
不
可
欠
の
原
因
で
あ
る
。

　

大
暦
三
年
（
七
六
八
）、
出
峽
后
の
作
「
憶
昔
行
」
一
三
一
九
に
い

う
。「
憶
う
昔
北
の
か
た
小
有
洞
を
尋
ね
、
洪
河
の
怒
濤
に
輕け

い

舸か

過

ぐ
。
辛
勤
す
る
も
華
蓋
君
を
見
ず
、
艮こ

ん

岑し
ん

青
く
輝
く
も
慘
と
し
て
么よ
う

麼ま

た
り
。
…
…
巾
払
の
香
は
余
す
薬
を
搗
く
の
塵
、
階
徐
の
灰
は
死

す
丹
を
焼
く
の
火
。
玄
圃
滄
洲
は
莽も

う

と
し
て
空
闊
た
り
、
金
節
羽
衣

は
飄
と
し
て
婀あ

娜だ

た
り
。
…
…
徒
然
と
し
て
咨
嗟
し
て
遺
跡
を
撫
し
、

今
に
至
り
て
夢
想
す
る
も
仍
お
猶
を
左た

が

う
が
ご
と
し
。
秘
訣
隱
文
は

内
教
を
須も

ち

う
、
晩
歳
何
の
功
も
て
願
い
を
し
て
果
た
さ
し
め
ん
。
更

に
衡
陽
の
董
鍊
師
を
討た

ず

ね
、
南
の
か
た
浮
か
び
て
早
く
瀟
湘
の
舵か
じ

を

鼓
せ
ん
」。

　

大
意
は
こ
う
で
あ
る
。
思
え
ば
昔
、
王
屋
山
中
に
あ
る
小
有
洞
を

尋
ね
よ
う
と
、
黄
河
の
怒
涛
を
小
舟
で
渡
っ
た
。
苦
労
し
て
た
ど
り

つ
い
た
が
華
蓋
君
に
は
会
え
ず
、
緑
に
輝
く
峯
は
あ
っ
て
も
主
な
き

山
は
光
を
失
っ
て
い
た
。
…
…
道
士
の
遺
品
で
あ
る
頭
巾
と
払
子
に

㉓
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は
仙
薬
を
搗
い
た
時
の
香
が
ま
だ
残
り
、
階
段
に
は
丹
薬
を
焼
い
た

火
が
冷
え
切
っ
て
い
た
。
玄
圃
や
滄
洲
に
喩
え
る
べ
き
王
屋
山
は
果

て
し
な
く
広
く
、
金
の
符
節
や
羽
毛
の
衣
が
ひ
ら
ひ
ら
と
揺
れ
て
い

た
。
…
…
あ
て
も
な
く
た
め
息
を
つ
き
つ
つ
道
士
が
丹
薬
を
煉
っ
た

遺
跡
を
慕
っ
た
が
、
今
に
至
る
も
煉
丹
の
夢
は
実
現
し
て
い
な
い
。

道
術
の
秘
伝
に
は
そ
の
要
諦
が
伝
授
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
老
い
た

私
は
ど
ん
な
功
徳
を
積
ん
で
こ
の
宿
願
を
果
た
せ
ば
よ
い
の
か
。
そ

う
だ
、
衡
陽
に
お
ら
れ
る
董
鍊
師
を
訪
ね
よ
う
、
南
の
か
た
瀟
水
や

湘
水
に
舟
を
浮
か
べ
て
い
ま
す
ぐ
に
も
舵
を
動
か
す
の
だ
。

　

王
嗣
奭
《
杜
臆
》（
巻
一
○
）
は
、
こ
の
詩
に
つ
い
て
い
う
。「
公

羈き

旅り
ょ

に
困く
る

し
む
、
故
に
此
の
憶
い
有
り
。
亦
た
以
て
舟
を
瀟
湘
に
泛

か
ぶ
、
而
し
て
董
錬
師
衡
陽
に
在
り
、
便
に
乗
じ
て
之
れ
を
訪
ね
ん

と
欲
す
、
因
り
て
華
蓋
君
を
追
憶
す
る
な
り
。
然
れ
ど
も
詞
筆
は
玄

超
、
真
に
仙
霊
の
気
を
帯
ぶ
」。
詩
は
全
篇
が
仙
道
を
追
求
す
る
切

実
な
心
情
に
満
ち
て
い
る
。
衡
陽
に
行
っ
て
董
煉
師
に
仙
道
を
学
び

た
い
と
の
願
い
は
、
大
歷
二
年
（
七
六
七
）、
夔
州
に
あ
る
時
す
で
に

持
っ
て
い
た
（
上
掲
「
昔
遊
」
一
二
四
七
）
が
、
こ
こ
に
到
っ
て
衡
陽

に
南
下
し
よ
う
と
の
思
い
は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
る
。

　

大
暦
四
年
（
七
六
九
）
春
、
潭
州
よ
り
舟
で
衡
陽
に
行
く
途
中
の

五
古
「
詠
懷
二
首
」
其
二
〔
一
三
九
二
〕
の
後
半
に
い
う
。「
多
憂
も

て
桃
源
を
汚
し
、
拙
計
も
て
銅
柱
に
泥な

ず

む
。
…
…
葛
洪
及
び
許
靖
、

世
を
避
く
る
は
常
に
此
の
路み

ち

な
り
。
賢
愚
誠
に
等
差
あ
れ
ば
、
自
お
の
ず
か

ら
合ま
さ

に
馳ち

騖ぶ

を
受
く
べ
し
。
羸る
い

瘠せ
き

且
つ
如
何
せ
ん
、
魄
は
鍼
灸
の

屢し
ば

ゝし
ば

な
る
に
奪
わ
る
。
…
…
南
の
か
た
祝し
ゅ
く

融ゆ
う

の
客
と
為
り
、
勉
強

し
て
杖じ

ょ
う

屨く

に
親
し
ま
ん
。
老ろ
う

人じ
ん

星せ
い

に
結
託
し
、
羅
浮
に
衰
歩
を
展の

べ
ん
」。

　

「
桃
源
」
は
湖
南
の
武
陵
渓
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。「
銅
柱
」
は

衡
陽
に
あ
る
、
こ
こ
は
借
り
て
衡
陽
を
指
す
。「
許
靖
」
は
三
國
時

期
蜀
の
人
、
曾
て
孫
策
の
難
を
避
け
て
交
州
に
赴
い
た
。「
此
の

路
」
は
杜
甫
の
南
征
の
旅
路
。「
賢
愚
」、「
賢
」
は
葛
洪
と
許
靖
、

「
愚
」
は
杜
甫
。「
祝
融
」
は
衡
山
の
峰
の
名
、
董
煉
師
が
煉
丹
し

て
い
る
地
。「
老
人
星
」
は
、
龍
骨
座
の
ア
ル
フ
ァ
星
カ
ノ
ー
プ
ス
。

長
寿
を
掌
る
星
。「
羅
浮
」
は
山
名
、
廣
東
博
羅
縣
内
に
在
り
、
道

教
の
聖
地
。
東
晉
の
咸
豊
年
間
（
三
二
六

－

三
三
四
）、
葛
洪
は
此
の

山
で
修
道
し
煉
丹
を
行
っ
た
。

　

大
意
は
こ
う
で
あ
る
。
自
分
に
は
憂
い
が
多
す
ぎ
る
の
で
行
け
ば

㉕
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平
和
な
桃
源
を
汚
し
て
し
ま
う
、
生
計
の
た
め
に
も
衡
州
に
行
く
こ

と
に
し
た
。
…
…
葛
洪
と
許
靖
と
が
世
を
避
け
た
時
も
こ
の
道
を
通

っ
た
の
だ
。
自
分
と
彼
ら
と
は
当
然
そ
の
賢
愚
を
異
に
す
る
、
愚
か

な
私
は
世
の
乱
を
避
け
て
翻
弄
さ
れ
る
運
命
を
甘
受
す
る
し
か
な
い
。

痩
せ
衰
え
、
何
度
も
針
灸
の
治
療
を
受
け
て
精
気
も
な
く
な
っ
た
。

…
…
衡
陽
に
つ
い
た
ら
祝
融
峰
を
訪
ね
、
董
煉
師
の
ご
尊
顔
を
拝
し

た
い
。
も
し
も
老
人
星
の
ご
加
護
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
長
寿
を
得

る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
羅
浮
山
に
ま
で
足
を
伸
ば
し
そ
こ
に
住
ま
う
こ

と
に
し
よ
う
。

　

衡
山
に
行
き
、
董
煉
師
に
つ
い
て
煉
丹
の
術
を
会
得
す
る
こ
と
は
、

こ
の
時
最
終
的
に
決
ま
っ
た
。
戦
乱
と
疾
病
の
た
め
に
、
北
歸
の
望

み
が
な
く
な
っ
た
時
（
兼
済
の
志
は
達
成
さ
れ
な
い
）、
杜
甫
は
、
自

ら
の
人
生
の
最
後
に
残
さ
れ
た
時
間
を
仙
道
へ
の
熱
望
の
実
現
（
独

善
の
願
い
の
実
現
）
に
賭
け
た
の
で
あ
る
。

　

南
征
の
今
一
つ
の
理
由
は
、
生
活
を
支
援
し
て
く
れ
る
人
を
求
め

た
こ
と
で
あ
る
。
大
暦
四
年
（
七
六
九
）
夏
、
衡
州
到
着
時
の
作

「
韋
大
夫
之し

晋し
ん

を
哭
す
」
一
三
九
八
に
い
う
。「
丈
人
礼
數
を
叨
か
た
じ
け
な

く
し
、
文
律
早つ
と

に
周
旋
す
。
…
…
南
に
過よ
ぎ

れ
ば
倉そ
う

卒そ
つ

に
駭お
ど
ろ

き
、
北

に
思
え
ば
悄し

ょ
う

と
し
て
聯
綿
た
り
」、
あ
な
た
か
ら
は
あ
り
が
た
い
こ

と
に
過
分
の
礼
節
を
蒙
り
、
早
い
時
期
か
ら
詩
文
に
つ
い
て
語
り
合

い
ま
し
た
。
…
…
南
の
衡
州
に
来
て
突
然
の
訃
報
に
驚
き
、
あ
な
た

の
任
地
で
あ
る
北
の
潭
州
を
思
え
ば
悲
し
み
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

杜
甫
は
韋い

之し

晋し
ん

を
生
活
の
支
援
者
と
し
て
頼
っ
て
衡
州
に
行
っ
た
。

だ
が
彼
が
衡
州
に
着
い
た
時
、
韋
之
晉
は
す
で
に
衡
州
刺
史
か
ら
潭

州
刺
史
に
転
任
し
て
お
り
、
ま
も
な
く
潭
州
で
病
没
す
る
。
杜
甫
は

衡
州
に
到
着
し
て
こ
の
知
ら
せ
を
受
け
、
沈
痛
な
哀
悼
の
思
い
を
表

明
し
た
の
で
あ
る
。

　

衡
山
で
董
煉
師
に
つ
い
て
仙
道
を
学
び
た
い
と
い
う
願
い
と
、
生

活
の
支
援
者
を
得
る
こ
と
、
こ
の
二
つ
が
結
び
つ
い
て
、
杜
甫
を
南

方
に
向
か
わ
せ
た
。
衡
陽
に
着
い
た
後
、
杜
甫
は
韋
之
晉
を
頼
る
こ

と
は
で
き
ず
、
衡
山
に
も
行
く
こ
と
は
で
き
ず
（
生
き
る
こ
と
に
必
死

で
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
）、
潭
州
に
も
ど
る
し
か
な
か

っ
た
。
大
暦
五
年
（
七
七
○
）
夏
、
湖
南
兵
馬
使
臧ぞ
う

玠か
い

が
潭
州
で
叛

乱
す
る
と
、
戦
火
を
逃
れ
る
た
め
に
、
杜
甫
は
再
び
衡
州
に
行
く
。

彼
は
衡
州
か
ら
耒ら

い

水す
い

を
遡
っ
て
郴
州
に
行
き
、
刺
史
の
崔
偉
を
頼
る

つ
も
り
だ
っ
た
。
し
か
し
洪
水
に
遭
い
、
衡
州
に
も
ど
ら
ざ
る
を
得

㉖
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な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
潭
州
の
戦
火
が
収
ま
っ
た
こ
と
を
知
り
、

六
月
潭
州
に
も
ど
る
。
同
年
秋
潭
州
を
離
れ
、
漢
陽
を
経
て
襄
陽
に

到
り
、
漢
水
を
遡
っ
て
長
安
へ
帰
る
こ
と
を
目
指
す
の
だ
が
、
途
中
、

冬
、
潭
州
と
岳
州
と
の
間
で
、
船
中
に
客
死
す
る
。

　

杜
甫
が
最
後
に
仙
道
に
示
し
た
思
い
は
以
下
の
如
し
。

　

大
暦
五
年
（
七
七
○
）、
潭
州
で
の
作
「
重ち
ょ
う

表ひ
ょ
う

姪て
つ

王お
う

砅れ
い

評
事
の
南

海
に
使
い
す
る
を
送
る
」
一
四
三
○
の
終
わ
り
に
い
う
。「
我
れ
丹

砂
に
就
か
ん
と
欲
し
、
跋ば

っ

渉し
ょ
う

身
の
労つ
か

る
る
を
覚
ゆ
。
安
ん
ぞ
能
く

糞
土
に
陥お

ち
い

ら
ん
、
志
の
鯨げ
い

鼇ご
う

に
乗
ら
ん
と
す
る
有
り
。
或
い
は
鸞

を
驂さ

ん

と
し
て
天
に
騰の
ぼ

り
、
聊
か
鶴
の
鳴め
い

皋こ
う

を
作な

さ
ん
」、
私
は
葛
洪

の
よ
う
に
丹
砂
を
採
り
に
行
き
、
嶺
南
に
留
ま
り
た
い
。
も
う
山
河

を
歩
き
回
る
の
に
疲
れ
た
。
な
ん
で
こ
の
汚
ら
わ
し
い
土
地
に
落
ち

こ
ん
だ
ま
ま
で
い
よ
う
、
鯨
と
ウ
ミ
ガ
メ
に
乗
っ
て
海
に
出
る
の
だ
。

あ
る
い
は
鸞
に
乗
っ
て
天
に
翔
け
あ
が
ろ
う
、
そ
こ
で
君
へ
の
送
別

に
鶴
の
鳴
き
声
を
あ
げ
る
の
だ
。

　

大
暦
五
年
冬
、
湘
江
の
船
上
で
の
五
排
「
風
疾
に
て
舟
中
枕ま

く
ら

に

伏
し
懐お

も

い
を
書
す
三
十
六
韻
、
湖
南
の
親
友
に
奉
呈
す
」
一
四
五
七

の
最
後
に
い
う
。「
葛
洪
尸
し
か
ば
ね

は
定
め
て
解
せ
ん
、
許き
ょ

靖せ
い

力
は
任た

え

難
し
。
家
事
と
丹
砂
の
訣
、
成
る
こ
と
無
く
し
て
涕な

み
だ

は
霖
を
作
す
」、

葛
洪
は
尸
解
し
て
き
っ
と
仙
界
に
行
っ
た
の
だ
ろ
う
、
許
靖
が
転
々

と
し
た
よ
う
な
旅
は
耐
え
が
た
い
。
家
庭
の
諸
事
も
仙
薬
を
煉
る
こ

と
も
、
全
て
が
う
ま
く
い
か
ず
淚
は
長
雨
の
よ
う
に
い
つ
ま
で
も
流

れ
落
ち
る
」。
こ
れ
が
絶
筆
で
あ
る
。

ま
と
め
に
代
え
て

　

郭
沫
若
『
李
白
與
杜
甫
』「
杜
甫
的
宗
教
信
仰
」
に
、
杜
甫
の
道

教
信
仰
に
つ
い
て
論
じ
た
最
後
に
い
う
。「
可
以
看
出
杜
甫
從
年
輕

時
分
一
直
到
他
臨
終
、
都
在
憧
憬
葛
洪
、
王
喬
、
討
尋
丹
砂
、
靈
芝
、

想
騎
白
鶴
、
跨
鯨
鰲
、
訪
勾
漏
、
游
仙
島
」。
郭
沫
若
の
言
う
通
り

で
あ
る
。

　

私
は
、
こ
れ
に
、
杜
甫
の
仙
に
関
わ
る
表
現
の
特
徴
と
し
て
、
以

下
の
四
つ
の
こ
と
を
加
え
た
い
。

　

一
、
杜
甫
の
仙
へ
の
憧
憬
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
。
仙
境

へ
の
憧
憬
と
、
仙
道
へ
の
希
求
で
あ
る
。
前
者
は
仙
境
滄
洲
に
行
き

た
い
と
の
思
い
で
あ
り
、
後
者
は
丹
薬
の
服
用
に
よ
り
不
老
長
生
を

達
成
し
た
い
と
の
希
求
で
あ
る
。

㉗

㉘
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二
、
杜
甫
の
仙
に
関
わ
る
表
現
は
、
自
己
の
憧
憬
の
表
白
と
し
て
、

端
的
明
瞭
で
あ
る
。
杜
甫
の
詩
に
お
け
る
仙
の
表
現
の
大
部
分
（
七

割
程
度
）
は
自
ら
の
仙
へ
の
思
い
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。
上
に
は
、

そ
の
主
な
例
を
挙
げ
た
。

　

比
較
の
対
象
と
し
て
、
孟
浩
然
と
李
白
を
挙
げ
よ
う
。

　

孟
浩
然
は
、
仙
に
関
わ
る
表
現
の
数
量
で
は
、
杜
甫
よ
り
も
相
当

多
い
。
だ
が
、
孟
浩
然
は
自
己
自
身
の
希
求
と
し
て
、
仙
へ
の
憧
憬

を
あ
ま
り
表
現
し
な
い
。
彼
が
自
ら
の
求
仙
の
思
い
を
表
し
た
詩
は

一
○
首
に
満
た
な
い
。
孟
浩
然
の
仙
表
現
は
、
天
台
山
や
故
鄉
襄
陽

を
、
ま
た
友
の
住
ま
い
を
仙
境
に
見
立
て
る
作
が
め
だ
つ
。
そ
し
て

山
水
や
佛
教
等
、
他
の
要
素
と
融
合
す
る
表
現
が
多
い
。

　

李
白
の
仙
表
現
が
豊
潤
・
華
麗
で
、
躍
動
感
に
満
ち
る
の
に
比
べ

る
と
、
杜
甫
の
そ
れ
は
自
己
の
憧
憬
・
希
求
を
、
端
的
明
瞭
に
示
し

て
地
味
な
感
じ
さ
え
す
る
。

　

三
、
杜
甫
の
仙
へ
の
憧
憬
は
一
貫
し
て
い
る
。
杜
甫
も
「
鉄
鎖
高

く
垂
れ
て
攀よ

ず
可
か
ら
ず
、
身
を
福
地
に
致
す
こ
と
何
ぞ
蕭
爽
た

る
」（「
玄
都
壇
の
歌
、
元
逸
人
に
寄
す
」
○
○
六
二
）
と
、
自
分
は
仙
界

に
よ
じ
登
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
、
元
逸
人

を
讃
え
る
文
脈
の
中
の
一
句
で
あ
る
。「
更
に
肯
え
て
紅
顔
に
し
て

羽
翼
を
生
ぜ
ん
や
、
便
ち
応
に
黄
髪
も
て
漁
樵
に
老
ゆ
べ
し
」（「
玉

台
観
二
首
」
其
一
〔
○
七
二
○
〕）、
私
が
紅
顔
に
も
ど
っ
て
仙
人
の
羽

が
生
え
る
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
る
わ
け
が
な
い
と
、
慨
嘆
す
る
こ
と

が
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
も
、
仙
の
華
麗
と
、
漁
師
や
樵
夫
と
と
も
に

生
き
て
い
く
寂
寞
を
対
比
し
て
、
後
者
の
生
き
方
の
哀
切
を
強
調
す

る
句
で
あ
る
。
上
に
見
た
よ
う
に
、
杜
甫
の
仙
境
へ
の
憧
憬
と
、
仙

道
へ
の
希
求
は
、
わ
か
い
時
か
ら
最
晩
年
に
い
た
る
ま
で
、
極
め
て

率
直
に
表
明
さ
れ
、
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。

　

李
白
は
仙
人
と
な
り
仙
界
に
身
を
落
ち
着
け
る
こ
と
を
人
生
の
目

標
の
一
つ
と
し
て
生
き
た
。
だ
が
そ
の
李
白
の
仙
に
つ
い
て
の
表
現

に
、
か
え
っ
て
波
が
あ
り
、
時
と
し
て
仙
へ
の
深
い
懐
疑
を
表
明
し

て
い
る
。
李
白
は
、
人
生
の
多
大
の
時
間
、
修
道
の
実
践
と
現
実
の

中
に
生
き
て
い
た
か
ら
、
仙
人
に
な
る
こ
と
の
困
難
に
そ
れ
だ
け
ぶ

つ
か
っ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

そ
の
上
で
思
う
。
杜
甫
が
こ
れ
だ
け
、
仙
境
へ
の
憧
憬
と
仙
道
へ

の
希
求
を
一
貫
さ
せ
た
の
は
、
そ
れ
が
、
漂
泊
の
悲
哀
を
癒
や
し
、

前
進
し
て
行
く
上
で
、
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
役
割
、
強
い
力
を
持
っ
て

㉚
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い
た
の
か
を
証
す
る
も
の
だ
と
。　

　

四
、
杜
甫
の
仙
へ
の
憧
憬
は
晩
年
に
な
る
ほ
ど
に
強
ま
る
。
上
に

そ
の
こ
と
を
見
た
。
北
帰
の
不
可
能
と
絶
望
の
度
合
い
が
増
し
、
老

い
と
病
が
進
む
ほ
ど
に
、
仙
境
へ
の
憧
憬
と
仙
道
へ
の
希
求
は
強
ま

っ
て
い
る
。

　

杜
甫
は
、
兼
済
へ
の
強
い
志
を
抱
き
、
そ
の
志
が
か
な
わ
な
い
窮

境
の
中
で
も
、
独
善
す
な
わ
ち
自
己
に
快
適
を
も
た
ら
す
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
喜
び
─
家
族
と
共
に
あ
る
喜
び
、
友
と
語
ら
い
游
ぶ
喜
び
、

食
べ
る
喜
び
、
飲
酒
の
喜
び
、
絵
畫
を
鑑
賞
す
る
喜
び
、
山
水
と
景

勝
に
親
し
む
喜
び
、
詩
を
詠
じ
る
喜
び
等
々
─
を
大
切
に
し
、
そ
れ

を
詩
に
表
現
し
続
け
た
。

　

仙
境
と
仙
道
の
「
存
在
」、
そ
し
て
こ
れ
へ
の
憧
憬
と
希
求
は
、

あ
ま
た
あ
る
「
独
善
」
の
喜
び
の
中
で
も
、
生
き
方
そ
の
も
の
に
関

わ
っ
て
、
杜
甫
の
人
生
を
支
え
る
最
も
重
要
な
役
割
を
は
た
し
続
け

た
の
で
あ
る
。

註①　

小
稿
で
は
、「
道
」
の
語
を
用
い
な
い
。「
道
」
は
そ
の
包
含
す
る
内

容
が
広
す
ぎ
て
、
杜
甫
の
仙
に
関
わ
る
表
現
に
そ
ぐ
わ
な
い
か
ら
で
あ

る
。

②　

拙
文
「
杜
甫
の
詩
の
魅
力　

七
」「
三　

兼
済
と
対
立
し
続
け
た
願

望
─
東
遊
と
仙
道
・
佛
教
」「
三
─
二　

佛
教
と
仙
道
へ
の
関
心
」

（「
葦
牙Journal

」
一
三
一
、
二
○
一
七
・
八
）
に
概
要
を
論
じ
た
。

③　

こ
の
「
独
善
」
は
、
白
居
易
の
「
独
善
」
の
概
念
。
私
的
な
時
空
で

の
快
適
を
意
味
す
る
。
杜
甫
は
、「
独
善
」
を
概
念
と
し
て
は
確
立
し

て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の
内
実
を
十
二
分
に
表
現
世
界
に
具
備
し
て
い

る
。
拙
文
「
杜
甫
の
詩
の
魅
力
─
そ
の
内
容
と
形
式
」（『
杜
甫
全
詩
訳

注
』
二
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
○
一
六
・
七
）「
内
容
に
つ
い
て
」

を
参
照
。

④　

人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
七
一
・
一
一
。
郭
沫
若
に
次
い
で
、
杜
甫

の
求
仙
を
か
な
り
全
面
的
に
、
あ
る
い
は
多
面
的
に
論
じ
て
い
る
も
の

と
し
て
以
下
の
二
篇
が
あ
る
。
曾
亜
蘭
「
杜
甫
晩
年
神
仙
思
想
及
個
性

追
求
」（「
貴
州
社
会
科
学
」
一
九
九
〇
年
第
二
期
、
総
第
八
六
期
、
三

六
─
四
二
頁
）、
李
乃
龍
「
論
杜
甫
対
道
教
的
態
度
」（「
広
西
師
範
大

学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）」
第
四
十
巻
第
二
期
、
二
〇
〇
四
・
四
。

四
六
─
五
〇
頁
）。

⑤　

郭
沫
若
『
李
白
與
杜
甫
』「
杜
甫
的
宗
教
信
仰
」
に
は
「
求
仙
」
の

例
を
一
七
挙
げ
る
。
実
際
に
は
杜
甫
が
仙
に
対
す
る
関
心
を
示
す
詩

（
語
や
表
現
に
仙
へ
の
関
心
を
認
め
ら
れ
る
も
の
）
は
五
○
首
を
超
え

る
。
郭
沫
若
は
、
杜
甫
が
道
教
を
信
仰
し
た
こ
と
の
一
証
と
し
て
「
三

大
礼
賦
」
を
挙
げ
て
い
う
、「《
三
大
禮
賦
》
到
底
是
怎
樣
的
性
質
呢
？

都
是
十
足
地
歌
頌
道
教
的
東
西
、
今
天
讀
起
來
、
實
在
令
人
難
受
」。

㉝
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こ
の
作
品
は
玄
元
大
皇
帝
を
賛
え
揚
げ
る
も
の
。
そ
の
目
的
は
玄
宗
の

愛
好
に
取
り
入
っ
て
、
求
仕
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
杜

甫
の
兼
済
に
属
す
る
も
の
で
、
求
仙
の
精
神
と
は
特
に
関
係
が
な
い
。

「
三
大
礼
賦
」
及
び
こ
れ
と
関
わ
る
二
首
「
冬
日
洛
城
北
謁
玄
元
皇
帝

廟
」
〇
〇
三
八
・「
奉
留
贈
集
賢
院
崔
于
二
学
士
」
〇
〇
五
九
は
、
杜

甫
の
独
善
の
一
と
し
て
の
仙
に
は
関
わ
り
が
な
い
の
で
拙
文
で
は
論
じ

な
い
。

⑥　

付
表
Ⅰ
を
参
照
。
仙
に
関
わ
る
表
現
を
持
つ
詩
の
大
部
分
は
、
は
っ

き
り
と
仙
境
・
仙
道
の
い
ず
れ
か
に
関
心
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

仙
境
に
区
分
し
た
作
の
中
に
、「
送
孔
巣
父
謝
病
歸
遊
江
東
兼
呈
李

白
」
○
○
二
九
、「
玄
都
壇
歌
寄
元
逸
人
」
○
○
六
二
、「
幽
人
」
一
四

一
八
の
よ
う
に
仙
道
的
要
素
を
も
持
つ
も
の
が
あ
り
、
仙
道
に
区
分
し

た
作
の
中
に
、「
太
平
寺
泉
眼
」
○
三
一
一
「
丈
人
山
」
○
四
八
二
の

よ
う
に
仙
境
的
要
素
を
含
む
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
の
比

重
が
重
い
か
を
見
て
区
分
し
た
。

⑦　
「
卜
居
」
一
○
八
三
の
「
桃
紅
…
…
」
の
結
句
を
入
れ
る
な
ら
九
例
。

後
述
。

⑧　

郭
沫
若
前
掲
書
「
杜
甫
的
宗
教
信
仰
」（
一
八
一
頁
）
に
指
摘
す
る
。

⑨　

下
定
雅
弘
・
松
原
朗
編
『
杜
甫
全
詩
訳
注
』
に
定
め
る
作
品
番
号
。

杜
甫
の
詩
の
引
用
は
本
書
に
拠
る
。

⑩　

解
釈
は
、
岡
本
不
二
明
「
滄
洲
と
滄
浪
─
隠
者
の
す
み
か
ー
」（「
中

国
文
史
論
叢
」）
四
三
頁
、
に
依
る
。

⑪　

岡
本
同
上
論
文
。

⑫　

李
白
の
「
滄
洲
」
一
三
例
（
一
部
後
掲
）
は
、
ほ
と
ん
ど
が
仙
境
の

意
で
あ
る
。
杜
甫
は
そ
れ
を
受
け
継
い
で
い
る
。

⑬　
「
吏
情
更
に
覺
ゆ
滄
洲
の
遠
き
を
、
老
大
徒
ら
に
傷
む
未
だ
衣
を
拂

わ
ざ
る
」
の
二
句
は
、
李
白
「
玉
真
公
主
別
館
苦
雨
贈
衛
尉
張
卿
二

首
」
其
二
に
「
功
成
ら
ば
衣
を
払
っ
て
去
り
、
搖
曳
せ
ん
滄
洲
の
傍

に
」
と
い
う
の
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。

⑭　

こ
の
年
の
三
月
、
賈
至
が
左
遷
さ
れ
、
六
月
、
房
琯
・
厳
武
が
左
遷

さ
れ
、
彼
ら
の
人
脈
の
中
に
い
た
杜
甫
も
華
州
の
司
功
参
軍
に
貶
さ
れ

る
。

⑮　

官
員
と
し
て
の
杜
甫
の
こ
の
時
の
状
況
に
つ
い
て
は
、『
杜
甫
全
詩

訳
注
』「
用
語
説
明
」「
杜
甫
の
官
歴
」「
検
校
工
部
員
外
郎
」
を
参
照
。

⑯　

解
釈
は
、
吉
川
幸
次
郎
著
・
興
膳
宏
編
『
杜
甫
詩
注
』
二
（
二
○
一

三
・
一
一
）
に
「
全
首
四
句
、
李
白
に
つ
い
て
い
い
、
み
ず
か
ら
も
似

た
境
涯
な
の
を
、
言
外
に
托
し
た
と
し
て
、
釈
す
る
」（
三
○
一
頁
）

と
い
う
の
に
従
う
。
李
乃
龍
上
掲
論
文
に
「
李
白
対
金
丹
道
的
名
家
葛

洪
和
葛
洪
煉
丹
的
羅
浮
的
敬
仰
深
深
感
染
了
杜
甫
」（
四
八
頁
）
と
い

う
。

⑰　

李
白
「
宣
城
の
趙
太
守
悦
に
贈
る
」
に
「
自
ら
笑
う
東
郭
の
履
、
側

に
慙
ず
狐
白
の
温
。
閑
吟
竹
石
に
歩
し
、
精
義
朝
昏
を
忘
る
。
憔
悴
醜

士
と
な
り
、
風
雲
何
ぞ
論
ず
る
に
足
ら
ん
」
と
い
う
。
こ
れ
は
趙
太
守

に
引
き
立
て
を
求
め
る
も
の
で
、
自
分
の
窮
状
を
訴
え
る
の
に
、
仙
術

に
耽
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ
を
「
憔
悴
」「
醜
士
」
の
語
で
受

け
て
い
る
。
杜
甫
の
こ
の
詩
が
仙
道
に
耽
る
自
ら
を
強
調
す
る
の
も
、
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李
白
の
こ
の
詩
と
同
じ
意
図
だ
ろ
う
。

⑱　
『
晋
書
』
巻
七
二
「
葛
洪
伝
」。

⑲　

拙
文
「
杜
甫
に
お
け
る
独
善
─
最
晩
年
の
「
南
征
」
を
め
ぐ
っ
て

─
」（「
中
国
文
史
論
叢
」
一
○
、
二
○
一
四
・
三
）
一
四
頁
を
参
照
。

⑳　
『
史
記
』
巻
一
一
七
「
司
馬
相
如
列
伝
」
に
「
偓
佺
の
倫
と
も
が
ら

、
南
栄

に
暴ば
く

す
」。
索
隠
に
、「
韋
昭
曰
く
、
古
の
仙
人
、
姓
は
偓
」。
劉
向

『
列
仙
伝
』
巻
上
に
「
偓
佺
な
る
者
は
槐
山
の
採
薬
の
父
な
り
」。「
上

林
賦
」（『
文
選
』
巻
八
）
に
「
偓
佺
の
倫
と
も
が
ら

、
南
栄
に
暴ば
く

す
（
偓
佺
ら

は
南
側
の
軒
先
で
日
を
浴
び
て
い
る
）」。

㉑　
『
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
』
巻
二
五
（『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
八
、
六
七

五
頁
ｂ
二
八
行
）、『
楞
厳
経
』
巻
一
（
同
上
一
九
、
一
○
八
頁
ｃ
二

四
）
等
。

㉒　

北
涼
・
曇
無
讖
訳
『
大
般
涅
槃
経
』「
如
来
性
品
」
巻
八
（『
大
正
新

修
大
蔵
経
』
一
二
、
四
一
一
頁
ｃ
二
一
）、
宋
・
慧
厳
等
依
泥
洹
経
加

之
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
八
（
同
上
一
二
、
六
五
二
頁
ｃ
五
）
他
。

㉓　

郭
沫
若
前
掲
書
一
九
五
頁
。

㉔　

付
表
2
に
最
晩
年
の
仙
・
仏
に
関
わ
る
表
現
の
状
況
を
示
す
。

㉕　
「
南
極
老
人
」
と
も
い
い
（『
史
記
』
巻
二
七
「
天
官
書
」）、「
寿

星
」
と
も
い
う
（
同
巻
二
八
「
封
禅
書
」）。

㉖　

南
征
の
理
由
と
し
て
、
従
来
は
ほ
と
ん
ど
生
活
の
必
要
ば
か
り
が
指

摘
さ
れ
て
い
た
。
南
征
を
生
活
の
必
要
の
た
め
と
す
る
説
は
以
下
の
通

り
。
馮
至
『
杜
甫
傳
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
二
）「
悲
劇
的
結

局
」
に
「
他
到
衡
州
、
本
來
想
投
奔
在
郇
瑕
時
彼
此
相
識
、
如
今
任
衡

州
刺
史
的
韋
之
晉
」（
一
三
四
頁
）。
聞
一
多
「
少
陵
先
生
年
譜
會
箋
」

（『
唐
詩
雜
論
』、
一
九
五
六
）
大
暦
四
年
の
条
に
「
按
公
至
湖
南
、
必

欲
依
韋
之
晉
」。
朱
東
潤
（
一
九
八
一
）
は
、
生
活
方
面
で
頼
る
べ
き

友
と
し
て
、
南
方
に
い
る
韋
迢
・
魏
司
直
・
崔
韋
を
挙
げ
る
が
、
韋
之

晉
の
名
は
挙
げ
て
い
な
い
（
一
九
四
頁
）。
陳
貽
焮
『
杜
甫
評
傳
』
下

卷
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
）
第
二
十
章
「
蕭
蕭
夕
霽
」
四

「
回
雁
峰
前
的
歌
哭
」
に
「
前
面
解
〝
拙
計
泥
銅
柱
〟
句
、
說
老
杜
來

衡
、
爲
謀
生
計
。
那
麽
、
此
行
的
具
體
目
的
究
竟
何
在
？
聞
一
多
說
是

〝
欲
依
韋
之
晉
〟」（
一
二
七
二
頁
）。
莫
礪
鋒
『
杜
甫
評
伝
』（
南
京
大

学
出
版
社
、
一
九
九
三
・
一
○
）
第
二
章
「
六
、
夔
府
孤
城
：
対
人
生

与
歴
史
的
深
沈
思
考
」
に
「
杜
甫
本
想
去
投
奔
任
衡
州
刺
史
的
友
人
韋

之
晉
、
可
是
當
他
到
衡
州
時
、
韋
已
調
任
到
潭
州
刺
史
、
杜
甫
在
衡
州

舉
目
無
親
、
只
得
折
回
潭
州
、
沒
想
到
韋
已
病
卒
」（
一
九
四
頁
）。

　

朱
東
潤
は
、
戦
乱
を
避
け
る
た
め
に
友
を
求
め
た
こ
と
と
と
も
に
、

仙
道
へ
の
希
求
を
挙
げ
る
が
、
董
煉
師
の
こ
と
に
は
触
れ
な
い
。
そ
の

『
杜
甫
敘
論
』（
一
九
八
一
）
第
十
章
「
此
曲
哀
悲
何
時
終
」
に
、「
他

又
多
少
次
想
北
上
襄
漢
、
但
是
那
條
路
走
不
通
、
剩
下
的
是
向
南
、
南

方
有
他
的
親
友
、
是
避
禍
的
好
地
方
。
不
僅
如
此
、
他
總
不
會
忘
去
勾

漏
采
藥
的
葛
洪
。
還
有
蘇
耽
呢
、
那
是
後
漢
末
年
郴
州
的
仙
人
、
到
現

在
還
留
下
他
的
橘
井
、
怎
能
不
引
起
詩
人
的
向
往
！
」（
一
九
六
頁
）。

「
蘇
耽
」
の
こ
と
は
「
入
衡
州
」
一
四
四
五
に
見
え
る
。

　

曽
亜
蘭
上
掲
論
文
は
、「
憶
昔
行
」
を
挙
げ
て
「
…
…
転
念
及
華
蓋

弟
子
董
煉
師
尚
在
衡
陽
朱
陵
後
洞
修
煉
、
又
稍
感
安
慰
、
決
定
乗
舟
浮
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杜
甫
に
お
け
る
仙
境
と
仙
道
へ
の
憧
憬
（
下
定
）

訪
之
」（
三
八
頁
）
と
い
い
、
仙
道
を
学
ぶ
た
め
に
南
征
を
決
定
し
た

こ
と
を
明
確
に
指
摘
す
る
。

㉗　

王
士
菁
『
杜
甫
詞
典
』（
河
南
大
学
出
版
社
、
二
○
一
一
）「
杜
甫
年

譜
簡
編
」
二
五
七
頁
に
拠
る
。
杜
甫
の
終
焉
の
地
に
つ
い
て
は
、
後
藤

秋
正
「
杜
甫
の
終
焉
の
地
と
墓
」（『
杜
甫
全
詩
訳
注
』
三
「
コ
ラ
ム

2
」、
六
三
五
～
六
三
八
頁
）
が
諸
学
説
を
整
理
す
る
。

㉘　

こ
の
四
句
に
つ
い
て
李
乃
龍
前
掲
論
文
に
い
う
。「〝
尸
解
〟
而
説

〝
定
〟
可
見
尸
解
之
説
是
既
然
是
相
信
又
有
所
懐
疑
。
這
従
他
為
自
己

煉
丹
不
成
而
涙
落
如
雨
可
以
看
出
。
同
時
也
可
以
従
中
体
悟
到
杜
甫
対

服
食
金
丹
不
死
理
論
的
承
認
以
及
一
位
垂
死
者
対
生
命
深
深
的
眷
恋
」。

㉙　

杜
甫
の
最
後
の
詩
は
「
聶
耒
陽
以
僕
阻
水
書
致
酒
肉
療
飢
荒
江
詩
得

代
懷
興
盡
本
韻
至
縣
呈
聶
令
陸
路
去
方
田
驛
四
十
里
舟
行
一
日
時
属
江

漲
泊
於
方
田
」
一
四
五
一
だ
と
い
う
説
も
有
力
。
こ
の
詩
に
基
づ
き
、

耒
陽
で
県
令
か
ら
酒
肉
を
差
し
入
れ
て
も
ら
い
、
食
べ
過
ぎ
て
死
ん
だ

と
さ
れ
る
。『
杜
臆
』
は
「
過
洞
庭
湖
」
一
四
五
三
を
絶
筆
と
す
る
が
、

後
藤
秋
正
「
杜
甫
詩
の
真
偽
─
「
過
洞
庭
湖
」
詩
札
記
」（「
中
国
文

化
」
七
六
、
二
○
一
八
・
六
）
に
拠
れ
ば
、
詩
語
は
中
唐
以
後
の
詩
に

見
え
る
用
例
が
多
く
、
宋
詩
に
至
っ
て
頻
出
す
る
語
が
多
い
の
で
、
杜

甫
の
詩
と
は
考
え
が
た
い
と
い
う
。

㉚　
「
山
中
逢
道
士
雲
公
」、「
越
中
逢
天
台
太
一
子
」、「
将
適
天
台
留
別

臨
安
李
主
簿
」、「
武
陵
泛
舟
」、「
尋
天
台
山
作
」、「
寄
天
台
道
士
」、

「
送
元
公
之
鄂
渚
尋
観
主
張
驂
鸞
」（
詩
題
は
四
部
叢
刊
諸
州
『
孟
浩

然
集
』
に
依
る
）
に
止
ま
る
。

㉛　

天
台
山
を
仙
境
に
見
立
て
る
の
は
、「
宿
天
台
桐
柏
觀
」、「
将
適
天

台
留
別
臨
安
李
主
簿
」、「
寄
天
台
道
士
」
他
。
襄
陽
を
仙
境
に
見
立
て

る
の
は
、「
与
王
昌
齢
宴
黄
十
一
」、「
与
黄
侍
御
北
津
泛
舟
」
他
。
友

の
住
ま
い
を
仙
境
に
見
立
て
る
の
は
、「
送
王
七
尉
松
滋
得
陽
台
雲
」、

「
遊
精
思
題
観
主
山
房
」、「
清
明
日
宴
梅
道
士
房
」
他
。

㉜　

文
で
は
、
開
元
二
十
二
年
の
作
「
暮
春
江
夏
送
張
祖
監
丞
之
東
都

序
」
が
、
早
く
も
修
行
の
か
い
な
く
仙
人
に
な
れ
な
い
こ
と
を
慨
嘆
す

る
。
詩
で
は
、「
對
酒
行
」、「
同
友
人
舟
行
遊
台
越
作
」、「
郢
門
秋
懷
」、

「
江
上
秋
懷
」、「
覽
鏡
書
懷
」（
詩
題
は
『
全
唐
詩
』
に
依
る
）
他
。

　

な
お
『
李
白
与
杜
甫
』
は
「
李
白
的
道
教
迷
信
及
其
覚
醒
」
に
お
い

て
、「
下
途
帰
石
門
旧
居
」
を
挙
げ
、
李
白
は
終
に
道
教
の
迷
信
か
ら

覚
醒
し
た
と
し
て
こ
う
い
う
。「
他
前
往
當
塗
的
橫
望
山
去
向
舊
友
吳

筠
道
士
訣
別
、
也
是
他
和
道
教
迷
信
的
最
後
訣
別
」（
九
四
頁
）、「〝
如

今
了
然
識
所
在
〟、
是
這
首
詩
的
核
心
句
子
、
表
明
李
白
是
覺
悟
了
、

要
和
一
切
迷
信
幻
想
脫
離
了
。
但
他
説
得
很
娓
婉
、
不
是
那
麽
金
剛
怒

目
」（
九
七
頁
）。
だ
が
、
こ
の
解
釈
は
無
理
だ
と
思
う
。
李
白
は
仙
人

に
な
れ
な
い
こ
と
を
悲
嘆
し
、
そ
の
可
能
性
を
強
く
疑
い
は
し
た
が
、

終
生
、
仙
道
へ
の
希
求
か
ら
離
脱
は
し
な
か
っ
た
。

㉝　

拙
文
「
杜
甫
の
詩
の
魅
力
─
そ
の
内
容
と
形
式
」（『
杜
甫
全
詩
訳

注
』
二
）
は
、
こ
の
考
え
に
基
づ
い
て
執
筆
し
た
。

追
記
：
小
稿
は
、
二
○
一
八
年
七
月
二
八
日
開
催
「
京
都
大
学
中
国
文
学

会
」
で
の
発
表
草
稿
を
基
礎
に
し
、
調
査
と
考
察
を
加
え
て
成
っ
た
も
の
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で
あ
る
。
当
日
、
興
膳
宏
先
生
か
ら
貴
重
な
ご
指
教
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

附
表
1

杜
甫
の
仙
に
関
わ
る
表
現
が
見
え
る
詩
に
つ
い
て
、
小
稿
の
基
礎
資
料
と
し
て
用
意
し
た
。

・
番
号
は
、『
杜
甫
全
詩
訳
注
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）
に
用
い
る
も
の
。

・
仙
境
と
仙
道
に
類
別
し
た
。

・
両
者
に
関
わ
る
数
首
（
注
6
に
記
す
）
に
つ
い
て
は
、
重
点
を
判
断
し
て
い
ず
れ
か
に
区
分
し
て
い
る
。

・「
自
身
」
の
欄
は
、
自
ら
の
憧
憬
・
希
求
を
表
明
す
る
作
に
、
○
ま
た
は
◎
を
付
し
て
あ
る
。
◎
は
小
稿
で
挙
例
し
て
い
る
詩
で
あ
る
。

【
仙
境
】

番
号

詩
題

年
号

西
暦

地

自
身

〇
〇
一
四

臨
邑
舍
弟
書
至
苦
雨
黄
河
泛
溢
…
…

開
元
29
？

七
四
一

？

〇
〇
二
九

送
孔
巣
父
謝
病
歸
遊
江
東
兼
呈
李
白

天
宝
5

七
四
六

長
安

〇
〇
三
一

贈
特
進
汝
陽
王
二
十
二
韻

天
宝
5

七
四
六

長
安

〇
〇
六
二

玄
都
壇
歌
寄
元
逸
人

天
宝
11

七
五
二

長
安

〇
一
一
五

橋
陵
詩
三
十
韻
因
呈
縣
内
諸
官

天
宝
13

七
五
四

長
安

〇
一
三
〇

奉
先
劉
少
府
新
畫
山
水
障
歌

天
宝
14

七
五
五

奉
先
県

◎

〇
二
〇
九

曲
江
對
酒

至
徳
3

七
五
八

長
安

◎

〇
二
三
〇

望
岳

乾
元
2

七
五
九

→
華
州

○

〇
二
九
七

秦
州
雜
詩
二
十
首
其
十
四

乾
元
2

七
五
九

秦
州

◎

〇
三
〇
七

赤
谷
西
崦
人
家

乾
元
2

七
五
九

秦
州

○



─ 23 ─

杜
甫
に
お
け
る
仙
境
と
仙
道
へ
の
憧
憬
（
下
定
）

〇
四
六
四

江
漲

上
元
2

七
六
一

成
都

◎

〇
四
八
一

野
望
因
過
常
少
仙

上
元
2

七
六
一

成
都

〇
五
三
九

謝
嚴
中
丞
送
青
城
山
道
士
乳
酒
一
瓶

宝
応
1

七
六
二

成
都

〇
五
七
二

題
玄
武
禅
師
屋
壁

宝
応
1

七
六
二

梓
州

◎

〇
五
八
七

冬
到
金
華
山
觀
因
得
故
拾
遺
陳
公
學
堂
遺
跡

宝
応
1

七
六
二

梓
州

〇
七
一
七

遊
子

広
徳
2

七
六
四

閬
州

○

〇
七
二
一

玉
台
観
二
首
其
二

広
徳
2

七
六
四

梓
州
→
閬
州

〇
七
九
八

観
李
固
請
司
馬
弟
山
水
図
三
首
其
一

広
徳
2

七
六
四

成
都

○

〇
七
九
九

観
李
固
請
司
馬
弟
山
水
図
三
首
其
二

広
徳
2

七
六
四

成
都

○

〇
八
〇
〇

観
李
固
請
司
馬
弟
山
水
図
三
首
其
三

広
徳
2

七
六
四

成
都

◎

〇
八
〇
八

春
日
江
村
五
首
其
一

永
泰
1

七
六
五

成
都

◎

〇
九
五
五

壯
遊

大
曆
1

七
六
六

夔
州

◎

〇
九
六
四

不
寐

大
曆
1

七
六
六

夔
州

○

〇
九
七
五

西
閣
二
首
其
二

大
曆
1

七
六
六

夔
州

◎

一
〇
八
三

卜
居

大
曆
2

七
六
七

夔
州

◎

一
三
九
四

望
嶽

大
曆
4

七
六
九

衡
州

一
四
〇
六

奉
贈
盧
五
丈
参
謀
琚

大
曆
4

七
六
九

潭
州

◎

一
四
一
八

幽
人

大
曆
5

七
七
〇

湖
南

◎
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一
四
五
三

過
洞
庭
湖

大
曆
5

七
七
〇

衡
州
→
洞
庭

○

【
仙
道
】

〇
〇
一
九

贈
李
白

天
宝
3

七
四
四

洛
陽

◎

〇
〇
二
四

贈
李
白

天
宝
4

七
四
五

◎

〇
〇
二
七

冬
日
有
懷
李
白

天
宝
4

七
四
五

洛
陽

○

〇
〇
三
三

奉
寄
河
南
韋
尹
丈
人

天
宝
7

七
四
八

長
安
近
郊

○

〇
〇
三
六

飲
中
八
仙
歌

天
宝

七
四
二

－

長
安
、
洛
陽
他

〇
二
六
六

遣
興
三
首
其
三

乾
元
2

七
五
九

秦
州

〇
三
一
一

太
平
寺
泉
眼

乾
元
2

七
五
九

秦
州

○

〇
三
四
七

寄
張
十
二
山
人
彪
三
十
韻

乾
元
2

七
五
九

秦
州

〇
三
九
六

為
農

上
元
1

七
六
〇

成
都

◎

〇
四
八
二

丈
人
山

上
元
2

七
六
一

成
都

◎

〇
五
七
一

送
段
功
曹
歸
廣
州

宝
応
1

七
六
二

梓
州

○

〇
六
五
一

陪
章
留
後
侍
御
宴
南
樓

広
徳
1

七
六
三

梓
州

◎

〇
七
二
〇

玉
台
観
二
首
其
一

広
徳
2

七
六
四

梓
州
→
閬
州

○

〇
七
三
五

將
赴
成
都
草
堂
途
中
有
作
先
寄
嚴
鄭
公
五
首
其
四

広
徳
2

七
六
四

閬
州
→
成
都

○

〇
七
四
五

贈
王
二
十
四
侍
御
契
四
十
韻

広
徳
2

七
六
四

成
都

◎

〇
七
五
二

寄
司
馬
山
人
十
二
韻

広
徳
2

七
六
四

成
都

◎
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〇
九
五
七

奉
漢
中
王
手
札
報
韋
侍
御
蕭
尊
師
亡

大
曆
1

七
六
六

夔
州

◎

一
〇
五
〇

覧
鏡
呈
柏
中
丞

大
曆
1

七
六
六

夔
州

○

一
一
五
六

寄
劉
峡
州
伯
華
使
君
四
十
韻

大
曆
2

七
六
七

夔
州

◎

一
二
四
七

昔
遊

大
曆
3

七
六
八

夔
州

◎

一
三
一
九

憶
昔
行

大
曆
3

七
六
八

出
峡
後

◎

一
三
九
二

詠
懷
二
首
其
二

大
曆
4

七
六
九

潭
州
→
衡
州

◎

一
四
三
〇

送
重
表
姪
王
砅
評
事
使
南
海

大
曆
5

七
七
〇

潭
州

◎

一
四
三
四

奉
送
二
十
三
舅
録
事
之
攝
郴
州

大
曆
5

七
七
〇

湖
南

一
四
四
五

入
衡
州

大
曆
5

七
七
〇

衡
州

○

一
四
五
七

風
疾
舟
中
伏
枕
書
懷
三
十
六
韻
奉
呈
湖
南
親
友

大
曆
5

七
七
〇

洞
庭
？
耒
陽
？

◎

附
表
2

・
大
曆
元
年
（
七
六
六
）
以
後
、
最
晩
年
の
仙
・
仏
に
関
わ
る
表
現
を
有
す
る
詩
に
つ
い
て
、
そ
の
重
点
が
い
ず
れ
に
あ
る
か
を
確
か
め
る
た
め
に
こ
の
表
を
用
意
し
た
。

・
二
六
首
中
、
仙
に
関
わ
る
表
現
は
一
九
首
に
見
え
、
仏
に
関
わ
る
表
現
は
七
首
に
見
え
る
。
大
曆
四
年
の
「
奉
贈
盧
五
丈
参
謀
」
一
四
○
六
以
後
、
亡
く
な
る
ま
で
の
詩
は
、

仙
の
表
現
に
集
中
し
て
い
る
。

番
号

0
詩
題

時

西
暦

地

仙
・
仏

〇
九
五
五

壮
遊

大
曆
1

七
六
六

夔
州

仙

〇
九
五
七

奉
漢
中
王
手
札
報
韋
侍
御
蕭
尊
師
亡

大
曆
1

七
六
六

夔
州

仙

〇
九
六
四

不
寐

大
曆
1

七
六
六

夔
州

仙

〇
九
七
五

西
閣
二
首
其
二

大
曆
1

七
六
六

夔
州

仙
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一
〇
五
〇

覧
鏡
呈
柏
中
丞

大
曆
1

七
六
六

夔
州

仙

一
〇
八
三

卜
居

大
曆
2

七
六
七

夔
州

仙

一
一
五
六

寄
劉
峡
州
伯
華
使
君
四
十
韻

大
曆
2

七
六
七

夔
州

仙

一
一
四
七

別
李
秘
書
始
興
寺
所
居

大
曆
2

七
六
七

夔
州

仏

一
一
五
五

秋
日
夔
府
詠
懷
奉
寄
鄭
監
李
賓
客
一
百
韻

大
曆
2

七
六
七

夔
州

仏

一
一
五
六

寄
劉
峽
州
伯
華
使
君
四
十
韻

大
曆
2

七
六
七

夔
州

仙

一
二
四
七

昔
遊

大
曆
3

七
六
八

夔
州

仙

一
二
五
二

大
覺
高
僧
蘭
若

大
曆
3

－

七
六
七

－

夔
州

仏

一
二
五
三

謁
真
諦
寺
禪
師

大
曆
3

－

七
六
七

－

夔
州

仏

一
二
六
四

寫
懷
二
首
其
二

大
曆
2

七
六
七

夔
州

仏

一
三
一
九

憶
昔
行

大
曆
3

七
六
八

出
峡
後

仙

一
三
五
二

留
別
公
安
太
易
沙
門

大
曆
3

七
六
八

公
安

仏

一
三
九
二

詠
懷
二
首
其
二

大
曆
4

七
六
九

潭
州
→
衡
州

仙

一
三
九
四

望
嶽

大
曆
4

七
六
九

衡
州

仙

一
三
九
五

嶽
麓
山
道
林
二
寺
行

大
曆
4

七
六
九

潭
州

仏

一
四
〇
六

奉
贈
盧
五
丈
参
謀
琚

大
曆
4

七
六
九

潭
州

仙

一
四
一
八

幽
人

大
曆
5

七
七
〇

湖
南

仙

一
四
三
〇

送
重
表
姪
王
砅
評
事
使
南
海

大
曆
5

七
七
〇

潭
州

仙
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一
四
三
四

奉
送
二
十
三
舅
録
事
之
攝
郴
州

大
曆
5

七
七
〇

湖
南

仙

一
四
四
五

入
衡
州

大
曆
5

七
七
〇

衡
州

仙

一
四
五
三

過
洞
庭
湖

大
曆
5

七
七
〇

衡
州
→
？

仙

一
四
五
七

風
疾
舟
中
伏
枕
書
懷
三
十
六
韻
奉
呈
湖
南
親
友

大
曆
5

七
七
〇

耒
陽
？

仙




